


不満足不満足
4.34%4.34%

やや不満やや不満
26.09%26.09%

ほぼ満足ほぼ満足
60.87%60.87%

満足満足
8.70%8.70%

不満足
4.34%

やや不満
26.09%

ほぼ満足
60.87%

満足
8.70%

無回答無回答
4.34%4.34%

検討するべき検討するべき

適当適当
69.57%69.57%

無回答
4.34%

検討するべき
26.09%

適当
69.57%

無回答無回答
8.70%8.70%

検討するべき検討するべき

適当適当
78.26%78.26%

無回答
8.70%

検討するべき
13.04%

適当
78.26%

無回答無回答
4.34%4.34%

項目選定項目選定
すべきすべき

適当適当
82.62%82.62%

無回答
4.34%

項目選定
すべき
13.04%

適当
82.62%

聞きにく聞きにく
かったかった
8.70%8.70%

ふつうふつう
30.43%30.43%

聞きやす聞きやす
かったかった
60.87%60.87%

聞きにく
かった
8.70%

ふつう
30.43%

聞きやす
かった
60.87%

見にくかった見にくかった
26.09%26.09%

ふつうふつう
47.83%47.83%

見やすかった見やすかった
26.09%26.09%

見にくかった
26.09%

ふつう
47.83%

見やすかった
26.09%

無回答無回答
13.04%13.04%

不満足不満足
4.34%4.34%

やや不満やや不満
21.74%21.74%

満足満足
60.87%60.87%

無回答
13.04%

不満足
4.34%

やや不満
21.74%

満足
60.87%

無回答無回答
4.34%4.34%

継続が継続が
望ましい望ましい
30.43%30.43%

ぜひ継続ぜひ継続
すべきすべき
65.22%65.22%

無回答
4.34%

継続が
望ましい
30.43%

ぜひ継続
すべき
65.22%

なしなし
34.78%34.78%

あるある
65.22%65.22%

なし
34.78%

ある
65.22%

無回答無回答
8.70%8.70%

視聴しない視聴しない
17.39%17.39%

興味なし興味なし
13.04%13.04%

視聴してみたい視聴してみたい
60.87%60.87%

無回答
8.70%

視聴しない
17.39%

興味なし
13.04%

視聴してみたい
60.87%

　町民皆さんとの対話と、より開かれた
議会を目指し、本町議会に設置されてい
る総務文教厚生・産業建設両常任委員会
が行った行政視察調査の内容を報告す
る『行政視察調査報告会』を本町議会初
めての試みとして開催いたしました。
　両常任委員会の行政視察調査は、本町
の抱える課題に関連した先進取組事例
などを調査の上ヒントを得て、議会として
も積極的にまちづくりにかかわっていこ
うというスタンスで行っております。

女満別会場
（大空町議事堂文化ホール）

参加下さった町民の方々

開 催 日：平成 23年２月 17日 ( 木 )　
開催時間：18：30～ 20：45

19人

東藻琴会場
（ふれあいセンターフロックス）

参加下さった町民の方々

開 催 日：平成 23年２月 18日 ( 金 )
開催時間：18：30～ 21：00

17人

報告内容 ～研修の主なテーマ～
総務文教厚生常任委員会（道内視察）

視察先と調査テーマ
①月形町 社会福祉法人
●障がい者自立支援施設の運営
② 余市町役場
●定住自立圏構想
③ 小樽市
　　　社会福祉法人後志報恩会 和光学園
●障がい者支援施設・障がい者福祉
　　　　　　　　　　　　サービス事業
④ 札幌市
　　　社会福祉法人ほくろう福祉協会
　　　特別養護老人ホーム緑愛園
●老人福祉施設改修の状況

産業建設常任委員会（道外視察）
視察先と調査テーマ

①千葉県南房総市
●観光交流と地域産業・文化の振興
　◆道の駅中心の観光力・集客力向上対策
　～合併後の産業振興・地域間協力について～
　◆第１回産業まつりの開催経過
　◆プレミアム商品券発行の現状と効果
② 東京都稲城市（友好姉妹都市）
●地域商業振興・商店街活性化の取組状況
③ 東京都内　大田市場・東京青果㈱
●青果市場の動向
④ 神奈川県横浜市
　　　　　　ボッシュ㈱横浜事業所
●誘致企業と地方自治体との連携協力事業

アンケート調査によるそのほかの主な意見

Q1.

2日間の2会場
町民参加数/36人 事後アンケート提出/23人
（アンケート回収率/63.9%）

報告会の
感想

Q2.
開催時期に
ついて

Q3.
開催時間帯
について

Q4.
調査案件全
てを対象と
したことに
ついて

Q5.
会場音声は

Q6.
写真など
映像は

Q7.
意見交流の
時間は

Q8.
議会活動報
告会開催に
ついて

Q9.
議会傍聴経
験は

Q10.
インターネッ
ト中継がされ
れば

　御紹介したほか、会場、事後アンケートの中で貴重な御意見を多数いた
だきました。ありがとうございます。
　議会側としても初の試みということで、皆さんの御協力により勉強させ
ていただいた部分が多くあります。
　町民との触れ合い、接する機会を増やすということが大事なこととの御
意見が、多く寄せられました。
　今回の行政視察調査報告会をきっかけに、さらなる「開かれた議会」を目
指し、町民皆さんとの触れ合いを大事に、町民・議会・行政が一体となり、
「協働」してまちづくりが進められるよう、議会としても努力していきたいと
思います。これまで以上の御理解と御協力をお願いします。

※各設問の割合は、四捨五入の関係で合致しない（≠100.00%）場合があります。

●これらの集約した意見は、行政側にもお知らせしております。

報告会での主な質問・意見と回答

町民皆さんからの質問 議会側の回答

　視察は、何かを取り入れようとして行うもの。調査
事項をどのように活かしているか、具体例を挙げて
ほしい。

A.先進事例と同じではなく、大空町のニーズに合う
形につくりあげることが課題。

　視察先の状況報告だけでは意味をなさず、調査内
容を町につなげてこそ、初めて意味をなすもの。費用
対効果も考えるべき。

A.視察で得た情報は、行政にも伝えている。

　視察先や近隣町村と比較し、本町の高齢者福祉対
策などは満足のいく内容であるのか。

　こういう形で報告会が開催されてよかった。議会
広報誌に報告書を載せて終わりというやり方は、好
ましくない。情報公開の時代であり、住民の意見を取
り入れながら、こういった機会を増やすべき。

　町民と議会との触れ合いや話し合いが大事。視察
報告にこだわらず集まってもらえば、町民と議会との
距離が近くなるのではないか。町民の意見を聞き、反
映させていくのが地方議員の役目。たくさんの町民
が参加できる体制・方法を検討してほしい。

A.最初の試みである。本A.最初の試みである。本
報告会を議会としても勉報告会を議会としても勉
強とし、課題を持ち帰り検強とし、課題を持ち帰り検
討することで、今後の取討することで、今後の取
組につなげていきたい。組につなげていきたい。

A.最初の試みである。本
報告会を議会としても勉
強とし、課題を持ち帰り検
討することで、今後の取
組につなげていきたい。

　旧東藻琴国保診療所施設を活用し、障がいがある
方向けの施設整備を進めるそうだが、高齢者の福祉
部門にも活用されればと考える。

A.平成23年度に改修などが行われ、H24.04.01供A.平成23年度に改修などが行われ、H24.04.01供
用開始の見込。高齢者施策のアンケートを行うとも用開始の見込。高齢者施策のアンケートを行うとも
聞いており、現行施設を活用しながら検討されてい聞いており、現行施設を活用しながら検討されてい
くのではないか。高齢者の見守りについて、気持ちはくのではないか。高齢者の見守りについて、気持ちは
十分わかる。行政とともに注視していきたい。十分わかる。行政とともに注視していきたい。

A.平成23年度に改修などが行われ、H24.04.01供
用開始の見込。高齢者施策のアンケートを行うとも
聞いており、現行施設を活用しながら検討されてい
くのではないか。高齢者の見守りについて、気持ちは
十分わかる。行政とともに注視していきたい。

　東藻琴地区にも道の駅のような拠点施設整備を
計画し、委員会を設けて検討しているようだが、今回
の報告会のようにたくさんの人の意見を聞き、それ
をまとめた上でそれぞれの代表による委員会をつく
り、検討するほうが効率的ではないか。

A.『まちづくり住民懇談会』の中で検討を重ねてい
る。いろいろな意見を聞きながら、道の駅に限らず地
域にマッチングしたいいものをつくるため、検討が必
要かと思っている。

◆開かれた議会の第一歩だと思う。情報公開の時代であり、大変よかっ
た。
◆開催そのものはすばらしいが、視察報告以外の内容も検討しては。
◆大勢の住民が参加するよう、ＰＲの工夫が必要。

◆町民の意見をくみ取る努力をするべき。
◆報告の前段、視察に至るまでの経過説明があれば、報告が生かされる
のでは。
◆研修内容を議会運営に反映させ、よりよいまちづくりをしてほしい。

行
政
視
察
調
査
報
告
会

行
政
視
察
調
査
報
告
会

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

行
政
視
察
調
査
報
告
会

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

A.障がい者対策の部分では、本町に核となる部分が
なく、課題解決の必要がある。高齢者対策としては充
実させる必要がある部分もあるが、生活支援ハウス
や特別養護老人ホーム、女満別中央病院があるな
ど、対策として一貫しているのではないか。

A.議員の視点を増やすこともA.議員の視点を増やすことも
視察の目的であり、一般質問な視察の目的であり、一般質問な
どで行政へ投げかけ、反映させどで行政へ投げかけ、反映させ
なければならないと考える。なければならないと考える。

A.議員の視点を増やすことも
視察の目的であり、一般質問な
どで行政へ投げかけ、反映させ
なければならないと考える。
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議会の基本的事項を定める議会の基本的事項を定める
条例制定の検討を開始！条例制定の検討を開始！

OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

『
議
会
基
本
条
例
策
定

『
議
会
基
本
条
例
策
定

　
　
　
　

特
別
委
員
会
』を
設
置

　
　
　
　

特
別
委
員
会
』を
設
置

【
平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会
】

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
に
関
す
る

基
本
的
事
項
を
定
め
た
条
例
を
い
い
ま

す
。

　

「
地
方
分
権
」
が
進
め
ら
れ
て
市
町

村
な
ど
の
権
限
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
地
方
議
会
の
役
割
も
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、
議
会
改
革
を
継
続
し
発
展
さ
せ

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
こ
う
い
っ
た

条
例
制
定
の
動
き
が
全
国
的
に
加
速
し

て
き
ま
し
た
。
既
に
制
定
さ
れ
て
い
る

事
例
で
は
、
住
民
の
声
を
聞
き
、
多
様

な
意
見
を
反
映
さ
せ
て
住
民
本
位
の
議

会
と
す
る
と
い
っ
た
こ
と
や
、
町
長
な

ど
行
政
側
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と

い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 　

本
町
で
は
、
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
自
治
体
の
憲
法
と
も
い
わ

れ
る
「（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
」
の
制

定
に
向
け
た
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
、
本
町
議
会
で
は
議
員
が
主

体
と
な
り
「
議
会
基
本
条
例
」
策
定
に
向

け
た
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
海
道
栗
山
町
議
会
が
全
国
に
先
が
け
、

２
０
０
６
年
５
月
「
栗
山
町
議
会
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
２
０
１
１
年
３
月
８
日

現
在
で
は
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
な
ど
、

あ
わ
せ
て
１
６
８
の
条
例
（「
自
治
体
議

会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
。）
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
議
会
基
本
条
例
」っ
て
何
？

「
議
会
基
本
条
例
」っ
て
何
？

平
成
23
年
４
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
植
田
泰
弘
議
員
ほ
か
５
名
の
議
員
か
ら
提
案

さ
れ
た
「
議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
」
が
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
、「
議
会
基
本

条
例
策
定
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
議
会
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
条
例
の
内
容
な
ど
、
特
別
委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①　

平
成
22
年
７
月
７
日
か

ら
９
日
の
議
会
運
営
委
員

会
道
内
視
察
調
査
に
お
い

て
、
議
会
基
本
条
例
に
関

す
る
先
進
事
例
等
の
調
査

を
実
施
す
る
。

②　

平
成
22
年
11
月
12
日
の

議
員
協
議
会
に
お
い
て

「
ア
．
議
会
基
本
条
例
策

定
に
向
け
た
準
備
作
業
を

行
う
。」「
イ
．
同
条
例
素

案
の
作
成
を
議
会
運
営
委

員
会
が
担
い
、
素
案
提
示

後
、
そ
の
後
の
検
討
方
法

を
協
議
す
る
。」
こ
と
が
、

全
議
員
に
よ
り
確
認
さ
れ

る
。

③　

平
成
23
年
１
月
26
日
の

議
員
協
議
会
に
お
い
て
、

議
会
運
営
委
員
長
か
ら
全

議
員
に
対
し
、
議
会
基
本

条
例
素
案
の
検
討
経
過
が

説
明
さ
れ
る
。

④　

平
成
23
年
３
月
15
日
の

議
員
協
議
会
で
、
議
会
運

営
委
員
長
か
ら
条
例
素
案

が
示
さ
れ
、
条
例
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
特
別
委
員

会
設
置
の
上
、
示
さ
れ
た

素
案
を
も
と
に
内
容
を
検

討
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。

⑤　

平
成
23
年
４
月
28
日
の

平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
会
基
本
条

例
策
定
特
別
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
決
議
が
可
決

さ
れ
、
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
23
年
第

１
回
臨
時
会
で
は
、
次
の
案

件
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※　

詳
細
は
、
両
地
区
図
書

館
備
え
つ
け
の
会
議
録
を

御
覧
く
だ
さ
い
（
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。）。

　議員みずからが条例策定に携わり『住民に開か
れた議会、より一層の議会活性化』を目指します。
　平成24年４月１日から条項が適用されるよう、
議会基本条例策定特別委員会の中で、先進事例な
どを参考に多方面から調査し、自治基本条例検討
委員会で進められている「（仮称）自治基本条例」
の検討内容も踏まえながら協議していきます。

　

平
成
23
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
第
１
回
定
例
会
以
降
、

地
方
交
付
税
や
国
か
ら
の
交

付
金
額
確
定
、
寄
附
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
専
決

処
分
さ
れ
た
平
成
22
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
に
よ
り
、
予
算

総
額
が
２
、９
９
５
万
円
増

の
88
億
８
、２
７
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
対

応
と
し
て
、
職
員
の
派
遣
、

車
両
の
送
致
、
被
災
地
か
ら

本
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方

の
対
応
に
関
す
る
経
費
を
盛

り
込
ん
だ
平
成
23
年
度
一
般

会
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

こ
の
補
正
に
よ
り
、
予
算

総
額
が
９
７
７
万
円
増
の

73
億
３
、５
７
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　　

品
田
好
博
議
員
か
ら
、
新

規
事
業
と
し
て
本
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助
制

度
」（
補
助
対
象
期
間
３
カ

年
度
）
の
こ
と
で
緊
急
質
問

し
た
い
と
、
議
長
に
対
し
て

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

臨
時
会
の
中
で
、
議
事
の

日
程
に
追
加
し
、
緊
急
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に

緊
急
質
問
す
る
こ
と
を
認
め

る
事
項
か
ど
う
か
が
審
議
さ

れ
た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ

り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に

関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お

い
て
随
時
担
当
よ
り
説
明
等

を
受
け
、
調
査
し
て
い
る
経

過
も
あ
り
ま
す
。

①「専決処分」とは？
　議会で議決・決定されなければならない事柄を、地
方自治法の規定に基づき、町長（地方公共団体の長）
が議会での議決・決定の前にみずから処理すること
で、専決処分には地方自治法第179条に基づくものと
第180条に基づくものの２種類があります。
　◆179条に基づく専決処分⇒議会が成立しないと
きや、緊急的で議会を開く時間的余裕がないと
きなどに認められ、処分後は議会の承認を求め
なければならない。

　◆180条に基づく専決処分⇒あらかじめ、議会で長
が専決処分できるものとして指定された事件。処
分後、長は議会に報告しなければならない。

②「緊急質問」とは？
　議員の職務を遂行するための主要な権限の一つである「発
言権」の中に「質問」があります。
　「大空町議会会議規則」では、「一般質問」と「緊急質問」
の２種類が規定されています。一般質問は、議長の許可を得
て定例会で行われるものですが、緊急質問は議会で同意が得
られれば、定例会でも臨時会でも行うことができます。
　ただし、緊急質問は、天災地変、その他不時の大事故等が
発生するなどの緊急性があるときに特例的に認め、ほかの審
議に優先して行われるものであり「臨時会での緊急質問は例
外的な扱いであることから、とくに客観性が要求され、乱用
することがないように運用してほしい。」という見解（「議会
運営の実際」より引用。）も示されています。

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  

平成22年度一般会計予算補正の主な内容

【歳入（収入）】 【歳出（支出）】

●地方交付税 ＋2,697万円
●安全・安心な学校づくり交付金

＋4,017万円
●学校教育建設基金繰入金

△1,020万円
●女満別小学校整備事業債
（町の借入金） △2,990万円

●財政調整基金・公共施設等整備基金
・地域福祉基金・学校教育施設建設
基金への積み立て（貯金）

合　計　＋2,995万円

一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
を
承
認

緊
急
質
問
の
申
し
出
が

緊
急
質
問
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た

あ
り
ま
し
た

被
災
地
の
支
援
経
費
を

補
正

議会基本条例策定特別委員会 （平成23年４月28日設置）

委 員 長　　植 田　泰 弘　　　副委員長　　齋 藤　宏 司
委　　員　　田 中　勝 吉　　　委　　員　　小 島　一 弘
委　　員　　勝 田　鉄 城　　　委　　員　　深 川　　 曻
委　　員　　松 岡　克 美　　　委　　員　　松 田　信 行
委　　員　　近 藤　哲 雄　　　委　　員　　中 堀　君 子
委　　員　　品 田　好 博　　　　　（議長を除く11人で構成）

議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会
設
置
ま

で
の
主
な
経
過

町民からの救援物資受付の様子
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「常にチャレンジする強い気「常にチャレンジする強い気 持ちを持って、町政の執行にあたる」持ちを持って、町政の執行にあたる」
　平成23年３月８日から15日までの８日間の会 期で、平成23年第１回定例会が開催されました。
平成23年第１回定例会

町政執行方針～町長の町政に臨む基本的考え方と事業・各会計予算の概要説明～
　平成23年第１回大空町議会定例会にあたり、山下町長から平成23年度に向けた町政への基本的考え方と
事業・予算の概要が示されました。

【まちづくりに臨む基本的考え方（町政執行方針要約）】
　●　地域主権は民主主義の根幹を成すべきものであり、実現のため、町民皆さんの自主的なまちづくり

参画が欠かせない。町は的確な情報提供、機会確保、活動を支える役割を担う。
　●　子育てや教育は人づくりであり、地域社会が責任をもって取り組まなければならない課題である。

地域として一貫性のある活動に取り組み、必要とされる人材の確保と環境の整備を進める。
　●　農業農村整備事業の計画的推進と喫緊の課題解決に努める。
　●　造林意欲の向上を目的に、取組の充実を図る。
　●　商工業や観光の地域循環の仕組みづくりが急務。関係団体の取組を積極的に支援し、航空利用者の

増加対策と空港そのものの活性化に取り組む。
　●　年代、性別、職業などを越え、さまざまな立場の人たちが、幸せを実感できる環境を整備するとと

もに、関係団体とも連携を深め、仕組みづくりを行う。

【主な事業・予算】
　本定例会に提案された平成23年度の事業・予算の主なものを、大空町総合計画の基本目標と照らし合わ
せ紹介します。

・農業関係資金対策事業 1,494万円
・農業・農村基盤整備事業 １億8,270万円
・21世紀北の森づくり推進事業 1,746万円
・住宅リフォーム促進事業 1,200万円
・ポイントカード事業 500万円
・道の駅振興事業 261万円
・芝桜まつり・ふるさとまつり開催 事業 520万円

・健康増進事業 1,071万円
・各種疾病予防対策事業 2,389万円
・母子保健事業 985万円
・女満別中央病院医療環境等充実事業 4,154万円
・障害者自立支援事業 １億3,442万円
・障害者福祉施設整備・運営事業 １億3,957万円

・女満別小学校改築事業 ４億3,130万円
・東藻琴中学校大規模改修事業 525万円
・学校給食センター強化磁器食器切替事業 1,611万円
・外国語指導助手招致事業 585万円
・学校芸術文化鑑賞事業（学校教育振興事業） 290万円
・高等学校教育振興事業 561万円
・スクールバス運行事業 7,287万円
・高校通学対策助成事業 252万円

・花いっぱい運動推進事業 291万円
・ごみ処理事業 １億8,183万円
・町営住宅維持補修事業 1,024万円
・町営住宅長寿命化計画策定（町営住宅管理一般事務）
　 557万円
・新設団地調査設計委託（新設団地建設事業） 485万円
・町道維持補修事業 9,726万円
・除雪対策事業 7,942万円
・河川管理事業 597万円
・道路整備事業 １億8,073万円
・都市公園管理運営費 2,121万円

・元気づくり応援事業 150万円
・広報等作成委託（広報広聴事業） 840万円
・自治会活動支援交付金 372万円

基本目標基本目標

１１

基本目標基本目標

22

基本目標基本目標

33

基本目標基本目標

55

基本目標基本目標

44

・町民ビッグデー開催事業 300万円
・藻琴山温泉芝桜公園整備事業 4,716万円
・メルヘン観光交流センター整備事業 336万円

〔はつらつ産業のまちづくり〕

〔あったか福祉のまちづくり〕

〔のびやか文化のまちづくり〕

〔ふれあい協働のまちづくり〕

〔さわやか生活のまちづくり〕

山下町長
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議
会
議
員
と
し
て
長

年
在
職
し
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
・

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、田
中
勝
吉
議
員（
副

議
長
）
が
全
国
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
表
彰
を

受
け
、
平
成
23
年
第
１

回
定
例
会（
３
月
８
日
）

の
開
会
前
に
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
様
に
、
森
進
元
議

員
、
森
田
暢
明
元
議
員
、

元
木
良
一
元
議
員
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
表
彰

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地域社会の閉塞感を打開するため、一人一人が地域社会の閉塞感を打開するため、一人一人が
元気を取り戻し、明日の希望を語らえるように！元気を取り戻し、明日の希望を語らえるように！
～『町民の元気づくりを支援する』平成23年度予算を探る～

　本定例会に提案された平成23年度各会計予算は、本会議において設置された「予算審査特別委
員会」（委員長　田中勝吉議員）に付託し、審査することとされました。
　本委員会で審議の結果、各会計予算すべて委員全員の賛成により可決するべきものとされ、田
中勝吉特別委員長が本会議の場で審査結果を報告し、原案のとおり可決されました。

≪平成23年度　各会計予算額及び委員会の採決状況≫
会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 前年度対比 採決状況

一 般 会 計 73億2,596万円 80億4,893万円 △７億2,297万円
（△9.0%） 賛成全員

国民健康保険事業
特 別 会 計 11億3,631万円 12億2,257万円 △8,626万円

（△7.1%） 賛成全員

老 人 保 健
特 別 会 計 会　計　廃　止 15万円 皆　　減

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 9,117万円 9,514万円 △397万円

（△4.2%） 賛成全員

介護保険事業勘定
特 別 会 計 ６億3,247万円 ６億42万円 ＋3,205万円

（＋5.3%） 賛成全員

介護サービス事業
勘 定 特 別 会 計 848万円 867万円 △19万円

（△2.2%） 賛成全員

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 ４億704万円 ３億4,220万円 ＋6,484万円

（＋18.9%） 賛成全員

下 水 道 事 業
特 別 会 計 ３億3,682万円 ３億4,544万円 △862万円

（△2.5%） 賛成全員

個別排水処理事業
特 別 会 計 2,940万円 2,805万円 ＋135万円

（＋4.8%） 賛成全員

　 合 　 計 　 99億6,765万円 106億9,157万円 △７億2,392万円
（△6.8％）

町税　９億1,776万円町税　９億1,776万円
地方譲与税・各交付金等地方譲与税・各交付金等
3億6,428万円3億6,428万円

地方交付税地方交付税
38億6,576万円38億6,576万円

分担金・負担金・分担金・負担金・
使用料・手数料使用料・手数料
３億4,098万円３億4,098万円

国庫支出金国庫支出金
４億6,563万円４億6,563万円

道支出金道支出金
２億1,278万円２億1,278万円

繰入金繰入金
１億1,348万円１億1,348万円

町債（借入金）町債（借入金）
８億5,452万円８億5,452万円

諸収入など諸収入など
１億9,077万円１億9,077万円

議会費　5,000万円議会費　5,000万円
総務費　２億8,031万円総務費　２億8,031万円

民生費　10億426万円民生費　10億426万円
衛生費　５億5,186万円衛生費　５億5,186万円
労働費　257万円労働費　257万円
農林水産業費農林水産業費
４億6,925万円４億6,925万円
商工費商工費
１億5,320万円１億5,320万円

土木費　６億780万円土木費　６億780万円

消防費消防費
３億6,348万円３億6,348万円

教育費教育費
10億2,730万円10億2,730万円

予備費　500万円予備費　500万円

職員給与費職員給与費
12億5,581万円12億5,581万円

公債費公債費
（借入金返済）（借入金返済）
15億5,512万円15億5,512万円

一
般
会
計
歳
入
歳
出

一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
総

予
算
総
額

一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
総
額

町税　９億1,776万円
地方譲与税・各交付金等
3億6,428万円

地方交付税
38億6,576万円

分担金・負担金・
使用料・手数料
３億4,098万円

国庫支出金
４億6,563万円

道支出金
２億1,278万円

繰入金
１億1,348万円

町債（借入金）
８億5,452万円

諸収入など
１億9,077万円

議会費　5,000万円
総務費　２億8,031万円

民生費　10億426万円
衛生費　５億5,186万円
労働費　257万円
農林水産業費
４億6,925万円
商工費
１億5,320万円

土木費　６億780万円

消防費
３億6,348万円

教育費
10億2,730万円

予備費　500万円

職員給与費
12億5,581万円

【歳入の内訳】 【歳出の内訳】
公債費
（借入金返済）
15億5,512万円

7
3
億
2
、5
9
6
万
円

7
3
億
2
、5
9
6
万
円

7
3
億
2
、5
9
6
万
円

7
3
億
2
、5
9
6
万
円

7
3
億
2
、5
9
6
万
円

【
道
道
歩
道
除
雪
受
託
収
入
】

　
　
　
　
　
　

前
年
度
比
10

　

万
円
減
の
79
万
円
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
北
海
道
で

額
を
減
ら
し
た
の
か
、
町

で
こ
れ
し
か
要
ら
な
い
と

言
っ
た
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　

両
地
区
で
使

用
し
て
い
る
小
型
ロ
ー
タ

リ
ー
の
馬
力
数
が
、
東
藻

琴
１
０
０
馬
力
、
女
満
別

80
馬
力
と
違
う
こ
と
に
よ

り
、
平
成
22
年
度
ま
で
は

東
藻
琴
地
区
の
積
算
単
価

が
女
満
別
地
区
と
比
べ
約

４
、０
０
０
円
高
か
っ
た
。

能
力
的
に
差
が
な
い
こ
と

か
ら
、
平
成
23
年
度
は
80

馬
力
相
当
の
統
一
単
価
で

積
算
し
、
10
万
円
ほ
ど
下

が
っ
て
い
る
。

【
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
】

　
　
　
　
　
　

行
政
が
出
す

小
島
委
員

建
設
課
長

品
田
委
員

ポ
イ
ン
ト
分
の
予
算
計
上

が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
ど
う
解
釈
す
れ

ば
よ
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

今
、
各
課
で

ポ
イ
ン
ト
を
発
行
す
べ
き

事
業
を
精
査
し
て
い
る
。

次
回
の
議
会
に
は
、
そ
の

事
業
費
を
提
案
し
た
い
。

【
公
衆
便
所
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　
　

い
こ
い
の
広

場
公
衆
ト
イ
レ
の
障
が
い

者
用
の
と
こ
ろ
が
ウ
ォ
シ

ュ
レ
ッ
ト
で
は
な
く
、
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
に
だ
け

は
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を

備
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　

配
慮
し
な
が
ら
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

産
業
課
長

植
田
委
員

町
長

【
女
満
別
中
央
病
院
医
療
環

境
等
充
実
事
業
】

　
　
　
　
　
　

助
成
す
る
の

は
い
い
が
、
患
者
さ
ん
か

ら
の
こ
う
な
っ
た
ら
い
い

の
で
は
、
と
い
う
意
見
等

を
町
側
も
吸
収
し
、
病
院

側
に
伝
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　

そ
う
い
う
お

話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
町

か
ら
も
病
院
側
へ
伝
え
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

町
民
の
意
見
を

集
め
る
大
き
な
場
の
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
の
中
で
直
接

声
を
聞
き
、
定
期
的
に
病

院
と
の
懇
談
の
場
を
設
け

て
意
向
を
伝
え
て
い
き
た

い
。

【
広
報
広
聴
事
業
】

　
　
　
　
　
　

広
報
等
作
成

植
田
委
員

福
祉
課
長

副
町
長

小
島
委
員

委
託
料
で
８
４
０
万
円
と

の
こ
と
だ
が
、
印
刷
会
社

へ
原
稿
を
渡
し
作
成
と
い

う
今
ま
で
の
や
り
方
が
、

な
ぜ
無
理
な
の
か
。
業
務

委
託
に
出
す
理
由
を
整
理

し
て
ほ
し
い
。
従
来
型
で
、

地
域
経
済
も
考
慮
す
る
よ

う
な
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

町
民
の
方

に
見
や
す
い
編
集
を
す
る

意
味
で
は
、
専
門
的
な
部

分
で
表
現
等
に
つ
い
て
も

知
識
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
お
願
い
し
て
い
く
こ

と
が
い
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

地
域
の
方
々
に
用
紙
等

も
納
入
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
省
力
化
す
る
こ
と
も

大
き
な
地
域
経
済
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
全
体
的

経
費
な
ど
を
含
め
、
委
託

を
進
め
る
の
が
適
当
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

町
民
の
方
が
い

ろ
ん
な
情
報
を
得
る
の
は
、

広
報
誌
か
と
思
っ
て
お
り
、

専
門
的
な
見
地
で
記
事
を

書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
。
中
身
に
つ
い
て
は

整
理
し
た
中
で
、
見
や
す

い
広
報
誌
に
今
後
も
努
め

総
務
課
参
事

副
町
長

て
い
き
た
い
。

【
観
光
協
会
行
事
補
助
金
】

　
　
　
　
　
　

各
種
団
体
等

へ
の
負
担
金
は
、
観
光
協

会
補
助
金
の
中
で
支
払
わ

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た

が
、
中
身
的
に
は
観
光
協

会
行
事
補
助
金
の
中
で
支

払
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
予
算
科
目
の
計
上
の

仕
方
が
ど
う
な
の
か
お
聞

き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

３
町
広
域
観

光
協
会
な
ど
各
種
団
体
等

へ
の
負
担
金
は
、
そ
の
行

事
を
展
開
す
る
に
あ
た
り

必
要
な
も
の
で
、
観
光
協

会
行
事
補
助
金
に
組
む
こ

と
が
適
切
と
の
判
断
で
あ

る
。

【
学
校
管
理
関
係
の
消
耗
品

購
入
（
全
体
に
及
ぶ
事
項
）】

　
　
　
　
　
　

消
耗
品
の
購

入
に
当
た
っ
て
は
、
町
へ

の
登
録
業
者
か
ら
買
っ
て

い
る
と
い
う
話
が
担
当
者

か
ら
あ
っ
た
が
、
町
外
業

者
か
ら
も
買
っ
て
い
る
実

態
を
知
っ
て
い
る
。
ど
ん

な
考
え
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

各
学
校

へ
地
元
消
費
を
強
く
指
導

小
島
委
員

産
業
課
長

小
島
委
員

学
校
管
理
課
長

一
般
会
計

一
般
会
計
歳　入

一
般
会
計

一
般
会
計
歳　出

いこいの広場公衆トイレ

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
議
概
要

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
議
概
要

※ 

詳
細
は
、
両
地
区
図
書
館
に
備
え
つ
け
の
会
議
録
を
御
覧
く

だ
さ
い
（
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）。

女満別中央病院

予算審査特別委員会
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し
て
い
る
が
、
教
材
の
専

門
性
・
特
殊
性
か
ら
手
配

が
つ
か
な
い
も
の
が
あ
れ

ば
、
町
外
業
者
へ
お
願
い

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

法
律
や
財
務

規
則
の
規
定
が
あ
り
、
物

品
の
場
合
、
予
定
価
格
が

80
万
円
以
下
の
場
合
は
業

者
登
録
が
な
く
て
も
発
注

機
会
を
与
え
て
い
る
。
特

に
届
け
が
な
く
て
も
、
町

内
業
者
で
取
り
扱
い
や
納

品
実
績
が
あ
れ
ば
発
注
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

町
内
業
者
で
取
り
扱
え
な

い
場
合
は
町
外
に
発
注
す

る
場
合
も
あ
る
。

【
町
民
ビ
ッ
グ
デ
ー
実
行
委

員
会
交
付
金
】

　
　
　
　
　
　

町
民
ビ
ッ
グ

総
務
課
長

小
島
委
員

デ
ー
の
地
域
経
済
効
果
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
核
心

的
な
説
明
を
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　

昨
年
は
２
回

目
で
あ
っ
た
が
、
前
年
度

に
比
べ
入
場
量
が
減
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
魅
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か

ら
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

こ
と
し
も
新
た
な
企
画
で

取
り
組
も
う
と
、
内
部
協

議
を
進
め
て
い
る
。

【
観
光
案
内
業
務
委
託
料
】

　
　
　
　
　
　

観
光
案
内
業

務
を
ど
ん
な
形
で
進
め
て

い
る
か
、
将
来
に
わ
た
っ

て
の
話
は
聞
い
た
が
、
過

去
の
対
応
に
つ
い
て
十
分

な
説
明
が
な
か
っ
た
。
湖

畔
観
光
案
内
所
の
問
題
は
、

ど
う
整
理
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

湖
畔
の
休
憩

所
は
北
海
道
が
整
備
し
、

あ
と
は
町
が
管
理
す
る
よ

う
に
と
い
う
こ
と
が
口
頭

で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
正

式
な
協
定
な
り
決
め
ご
と

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

で
き
れ
ば
、
今
シ
ー
ズ
ン

産
業
課
長

小
島
委
員

産
業
課
長

の
運
営
ま
で
に
は
何
と
か

努
力
し
た
い
。

【
将
来
に
つ
い
て
の
考
え
方
】

　
　
　
　
　
　

本
町
に
お
け

る
漏
水
率
ま
た
は
そ
れ
に

か
わ
る
数
字
が
あ
る
の
か

ど
う
か
。
あ
れ
ば
、
過
去

３
年
間
の
数
字
と
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
現
状
と
今
後

の
進
め
方
、
考
え
方
を
お

聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

施
設
の
維
持

管
理
と
し
て
、
意
図
的
に

流
出
さ
せ
る
水
道
水
な
ど

も
あ
り
、
漏
水
分
の
み
の

正
確
な
比
率
は
把
握
で
き

て
い
な
い
が
、
そ
う
い
っ

た
部
分
も
含
め
た
総
配
水

流
量
は
、
平
成
19
年
が

１
１
５
万
２
、４
９
１
立

松
田
委
員

建
設
課
長

方
メ
ー
ト
ル
、
有
収
水
量

が
92
万
１
、６
５
８
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
有
効
率

79
・
97
％
で
あ
る
。
平
成

20
年
の
有
効
率
は
76
・
31

％
、
平
成
21
年
は
77
・
21

％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

町
全
体
の
水
道
施
設
更
新

計
画
は
現
時
点
で
な
い
が
、

現
在
国
庫
補
助
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
女
満
別

本
町
地
区
に
つ
い
て
は
、

水
道
未
普
及
地
域
の
解
消

と
老
朽
化
施
設
の
更
新
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
更

新
計
画
等
を
作
成
し
た
中

で
、
順
次
更
新
し
て
い
き

た
い
。

【
各
種
実
施
計
画
策
定
委
託
料
】

　
　
　
　
　
　

道
の
駅
、
芝

桜
公
園
や
新
設
団
地
の
整

備
計
画
、
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
な
ど
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
何
百
万
円

も
支
払
っ
て
策
定
委
託
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
住
ん

で
い
る
の
は
私
た
ち
町
民

で
あ
り
、
住
ん
で
い
な
い

と
わ
か
ら
な
い
感
覚
や
事

植
田
委
員

情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
っ
た
計
画
が
町
に

と
っ
て
ど
う
い
う
も
の
な

の
か
、
も
う
一
度
精
査
し

て
計
画
、
実
施
に
向
け
て

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
大
空
町

の
行
政
が
充
実
す
る
も
の

と
考
え
る
。

　
　
　
　

プ
ラ
ン
が
出
て
き

た
と
き
、
要
所
要
所
で
意

見
を
述
べ
、
職
員
に
も
考

え
つ
く
と
こ
ろ
は
意
見
と

し
て
出
さ
せ
て
い
る
。
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
出
て

き
た
も
の
を
、
役
場
内
部

や
議
員
だ
け
で
は
な
く
、

計
画
に
か
か
わ
る
方
々
に

も
見
せ
な
が
ら
意
見
を
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
寄
せ
ら
れ
た
よ
り
多
く

の
意
見
に
よ
り
、
従
来
の

も
の
よ
り
し
っ
か
り
し
た

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
こ
と
を
旨
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

【
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
】

　
　
　
　
　
　

町
長
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
対
し
て

大
変
配
慮
し
て
い
る
こ
と

町
長

植
田
委
員

が
、
予
算
か
ら
見
て
と
れ

る
。
一
歩
進
ん
だ
形
で
、

山
下
カ
ラ
ー
を
出
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。
町

長
の
考
え
方
が
出
る
こ
と

に
よ
り
、
私
た
ち
の
町
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

の
か
、
町
長
と
町
民
と
が

一
体
と
な
り
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
将
来
に
向
か
っ
て
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を

お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　

町
民
皆
さ
ん
が
、

将
来
こ
の
地
域
で
ど
う
暮

ら
し
、
働
い
て
い
け
る
か
、

そ
う
い
う
夢
や
あ
す
を
語

り
合
え
る
よ
う
な
状
況
に

な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
意
味
で
、
町
民
の

方
の
元
気
づ
く
り
と
い
う

と
こ
ろ
に
配
慮
し
、
将
来

不
安
を
少
し
で
も
少
な
く

町
長

す
る
予
算
と
し
て
提
案
し

た
つ
も
り
で
あ
る
。
私
が
、

こ
の
何
年
間
か
ず
っ
と
訴

え
て
き
た
、
ま
ち
づ
く
り

の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う

思
い
で
編
成
し
た
。

【
新
規
事
業
を
通
し
た
将
来

に
向
け
て
の
考
え
方
】

　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
施

設
整
備
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
芝
桜
公
園
ハ
ウ

ス
活
用
と
い
う
こ
の
３
つ

の
事
業
を
、
そ
の
事
業
だ

け
で
終
わ
ら
せ
て
は
絶
対

う
ま
く
い
か
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
地
域
の
雇
用
、

教
育
な
ど
い
ろ
ん
な
ツ
ー

ル
と
結
び
つ
け
て
い
か
な

い
と
、
将
来
先
細
り
に
な

る
気
が
す
る
。
事
業
を
い

ろ
ん
な
ツ
ー
ル
と
結
び
つ

け
、
効
率
的
に
進
め
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、

町
長
の
お
考
え
は
。

　
　
　
　

複
合
目
的
群
を
持

っ
た
施
策
に
私
も
積
極
的

に
か
か
わ
り
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
を
旨
と
し
て
今
後
も

取
り
組
み
た
い
。
１
つ
の

事
象
で
複
数
の
効
果
が
生

め
る
よ
う
な
取
組
に
、
今

後
も
努
力
し
た
い
。

松
田
委
員

町
長

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
い

ろ
い
ろ
な
知
恵
と
御
努
力

が
な
け
れ
ば
、
成
功
に
結

び
つ
か
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
皆
さ
ん
に
も
御
協
力

い
た
だ
け
る
体
制
を
念
頭

に
置
き
、
今
後
も
話
し
合

い
を
進
め
た
い
。

【
災
害
へ
の
対
応
策
】

　
　
　
　
　
　

女
満
別
小
学

校
の
体
育
館
建
設
で
、

４
億
２
、０
０
０
万
円
ほ

ど
予
算
組
み
し
て
い
る
が
、

そ
の
機
能
は
子
供
た
ち
が

体
育
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
に
も
機
能
す
る
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

災
害
時
の
電
気
、
暖
房
、

毛
布
や
食
料
な
ど
と
い
っ

た
も
の
を
兼
ね
備
え
て
い

る
の
か
。

勝
田
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
時

に
学
校
が
果
た
す
最
も
重

要
な
役
割
は
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
確
保
す
る
一
方

で
、
避
難
所
と
し
て
の
役

割
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
十
分
活
用
で
き

る
よ
う
、
各
学
校
長
と
も

連
携
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
公
共

施
設
は
、
災
害
時
の
避
難

場
所
と
な
る
。
今
後
、
町

と
し
て
電
気
、
食
料
、
医

薬
品
な
ど
と
い
っ
た
も
の

を
ど
の
よ
う
な
形
で
備
え

て
い
く
か
、
い
ろ
ん
な
方

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
ま
と
め
上
げ
、
順
次
整

備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
町
だ
け
で
な
く
、

町
民
や
企
業
の
方
々
に
も

御
協
力
い
た
だ
く
こ
と
も

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

【
姉
妹
都
市
交
流
事
業
】

　
　
　
　
　
　

稲
城
市
と
の

姉
妹
都
市
交
流
が
こ
と
し

20
年
を
迎
え
、
中
身
は
検

討
中
と
の
こ
と
だ
が
、
予

算
組
み
さ
れ
て
い
る
。
姉

妹
都
市
で
あ
る
稲
城
市
が

災
害
に
あ
っ
た
と
き
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
幾

学
校
管
理
課
長

町
長

勝
田
委
員

ら
か
で
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

災
害
で
は
な
い
が
、
二

酸
化
炭
素
の
削
減
問
題
は

環
境
面
で
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。
町
の
山
林
は
１
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
、
そ

れ
ら
の
よ
う
な
こ
と
も
、

交
流
20
年
記
念
事
業
の
検

討
の
中
に
入
れ
て
考
え
て

は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
７
年
11

月
、
稲
城
市
と
災
害
応
援

協
定
を
結
ん
で
い
る
。
被

災
者
救
護
等
の
応
急
措
置

に
関
す
る
こ
と
が
書
か
れ

て
お
り
、
職
員
の
相
互
派

遣
、
災
害
援
助
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
数

項
目
に
わ
た
り
、
災
害
時

は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
行

動
す
る
こ
と
に
な
る
か
と

思
う
。

　
　
　
　

大
空
町
と
し
て
災

害
応
援
協
定
を
改
め
て
結

ん
で
い
な
い
が
、
姉
妹
提

携
を
結
び
、
そ
の
協
定
も

引
き
続
き
有
効
と
い
う
認

識
で
あ
る
。
私
ど
も
の
地

域
と
、
都
会
で
、
人
口
が

だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
い
く
稲

城
市
で
は
正
反
対
の
側
面

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
こ

を
補
完
し
て
い
く
こ
と
こ

総
務
課
長

町
長

そ
姉
妹
都
市
の
意
義
で
は

な
い
か
。

　
　

今
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
地
球
温
室
効
果
ガ
ス
の

抑
制
に
つ
い
て
、
私
ど
も

の
町
は
積
極
的
に
植
林
な

ど
で
取
り
組
め
る
。
今
後
、

20
周
年
に
向
け
て
い
ろ
い

ろ
な
議
論
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
受
け
と
め
て

い
る
。
委
員
の
話
な
ど
も

参
考
と
し
な
が
ら
、
話
し

合
い
を
進
め
た
い
。

【
災
害
時
の
役
場
と
総
合
支

所
と
の
連
絡
方
法
】

　
　
　
　
　
　

道
路
や
電
気

な
ど
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
、

役
場
と
支
所
と
の
連
絡
方

法
は
。

　
　
　
　

今
、
こ
れ
だ
と
い

う
名
案
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
少
し
で
も
改
善
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

【
地
場
産
品
開
発
・
販
売
促

進
業
務
委
託
料
】

　
　
　
　
　
　

大
変
予
算
の

厳
し
い
中
、
今
後
に
向
け

た
商
品
開
発
を
や
っ
て
い

け
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

お
客
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
が
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
そ
れ
に
合
っ
た
商

勝
田
委
員

町
長

深
川
委
員

産
業
課
長

品
開
発
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
　
　

地
場
産
品
を
２
次

加
工
し
て
付
加
価
値
を
高

め
、
商
品
と
し
て
売
り
出

す
発
想
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
新

し
い
も
の
の
創
造
と
、
２

次
加
工
に
つ
な
が
る
よ
う

な
も
の
の
考
え
方
、
両
方

を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

【
予
算
提
示
の
あ
り
方
】

　
　
　
　
　
　

予
算
を
よ
り

よ
く
、
わ
か
り
や
す
い
内

容
に
で
き
な
い
か
。
そ
う

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

従
来
は
、
需
用
費

の
中
の
消
耗
品
が
幾
ら
、

修
繕
料
が
幾
ら
な
ど
、
す

べ
て
一
緒
く
た
に
表
現
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
既

に
事
業
別
予
算
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

予
算
参
考
資
料
も
、
総

合
計
画
の
項
立
て
で
分
類

し
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
も
の
を
お
配
り
し
て

い
る
。

町
長

品
田
委
員

町
長

簡
易
水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計

特
別
会
計

総
括
質
疑

総
括
質
疑

女満別小学校新校舎

芝桜公園の様子

メルヘン観光交流センター
観光案内所

ビッグデーイベントを楽しむ子供たち
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少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

そ
う
い
う
努
力
を
こ
こ
何

年
か
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
表
現
の
仕
方
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
御
意
見

な
ど
が
あ
れ
ば
承
り
、
改

善
に
努
め
た
い
。

【
ひ
ま
わ
り
作
付
事
業
】

　
　
　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
作

付
事
業
４
２
６
万
円
ほ
ど

の
中
か
ら
、
空
港
通
り
沿

い
の
家
１
軒
に
５
粒
ず
つ

で
も
配
り
、
植
え
つ
け
て

も
ら
う
手
配
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　
　
　

沿
線
の
方
々
の
御

協
力
が
な
け
れ
ば
、
実
現

が
難
し
い
。
そ
う
い
っ
た

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

中
で
判
断
し
た
い
。

中
堀
委
員

町
長

【
開
陽
中
央
線
道
路
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　

町
民
皆
さ
ん

方
に
、
事
業
の
全
体
像
が

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
ず
全
体
像

を
知
ら
せ
て
、
年
度
ご
と

に
計
画
を
た
て
て
い
く
、

そ
う
い
う
ふ
う
に
町
民
に

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　

全
体
的
な
も
の
を

示
せ
ば
わ
か
り
や
す
い
が
、

直
近
の
設
計
を
し
な
が
ら

工
事
を
進
め
る
形
に
な
っ

て
い
る
。
地
域
の
方
々
な

ど
か
ら
い
ろ
ん
な
要
望
を

い
た
だ
き
、
設
計
に
そ
の

部
分
を
反
映
さ
せ
て
は
い

る
が
、
今
は
全
体
像
を
示

せ
る
状
況
に
な
い
。

【
議
会
で
の
審
議
方
法
】

　
　
　
　
　
　

東
藻
琴
地
区

の
事
業
が
、
結
構
網
羅
さ

れ
て
い
る
。
所
管
常
任
委

員
会
と
違
う
議
員
に
は
、

内
容
が
わ
か
ら
な
く
な
る

場
面
が
あ
る
。
議
員
協
議

会
で
協
議
し
た
も
の
は
、

継
続
し
て
か
け
続
け
て
も

ら
い
た
い
。
行
政
側
と
し

て
、
議
会
全
体
で
対
応
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
考

え
方
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

品
田
委
員

町
長

品
田
委
員

　
　
　
　

議
会
に
対
す
る
案

件
の
諮
り
方
は
、
私
ど
も

の
判
断
だ
け
で
な
く
議
会

と
も
話
し
合
い
を
進
め
な

が
ら
、
今
後
も
ル
ー
ル
を

決
め
て
い
き
た
い
。

【
誘
致
企
業
振
興
事
業
】

　
　
　
　
　
　

４
２
０
万
円

の
ゴ
ル
フ
場
支
援
策
で
あ

る
。
支
援
を
だ
め
だ
と
言

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

他
の
誘
致
企
業
か
ら
要
請

が
あ
れ
ば
支
援
す
る
の
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
要
綱
が

必
要
で
は
な
い
か
と
尋
ね

る
と
、
そ
の
都
度
要
望
が

あ
っ
た
と
き
に
考
え
る
と

い
う
よ
う
な
論
点
で
整
理

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に

つ
い
て
、
私
は
公
益
性
の

観
点
か
ら
不
要
不
急
の
も

の
と
思
っ
て
い
る
が
、
お

考
え
は
。

　
　
　
　

北
海
道
で
最
も
遅

く
オ
ー
プ
ン
し
た
ゴ
ル
フ

場
で
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

や
状
況
変
化
が
あ
る
中
、

私
ど
も
の
町
で
経
営
さ
れ

て
い
る
。
今
回
10
周
年
と

い
う
お
話
も
あ
り
、
そ
れ

に
対
す
る
助
成
と
い
う
形

で
決
断
し
た
。
ゴ
ル
フ
場

が
、
地
域
の
中
で
企
業
と

町
長

小
島
委
員

町
長

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す

る
。

【
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

管
理
運
営
費
】

　
　
　
　
　
　

大
麻
処
分
の

問
題
は
、
北
海
道
の
立
会

い
に
お
い
て
処
分
が
き
ち

っ
と
行
わ
れ
る
こ
と
を
担

当
者
と
北
海
道
と
の
間
で

最
終
的
に
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
こ

と
を
怠
っ
た
と
い
う
答
え

も
あ
る
。
問
題
が
起
き
て

い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
が
、
そ
の
こ
と
の
お
答

え
を
願
い
た
い
。

　
　
　
　

最
終
的
に
は
北
海

道
の
責
任
と
い
い
な
が
ら
、

た
だ
お
願
い
す
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

町
と
し
て
、
か
か
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
十

分
目
的
を
果
た
し
て
い
な

か
っ
た
部
分
は
お
わ
び
し
、

き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
必

要
と
思
っ
て
い
る
。

【
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

焼
却
炉
解
体
工
事
】

　
　
　
　
　
　

ダ
イ
オ
キ
シ

ン
問
題
の
解
釈
、
学
説
も

小
島
委
員

町
長

小
島
委
員

変
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
な

の
で
、
し
ば
ら
く
様
子
を

み
て
か
ら
対
応
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

す
れ
ば
、
地
元
業
者
も
担

う
こ
と
が
可
能
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
お

り
、
な
ぜ
今
な
の
か
、
説

得
力
あ
る
お
答
え
を
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　

学
説
が
変
わ
っ
た

こ
と
は
、
受
け
と
め
と
し

て
な
か
っ
た
。
将
来
や
る

か
や
ら
な
い
か
と
い
う
議

論
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
の
時
点
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
将
来
の
憂

い
と
い
う
も
の
を
早
い
時

期
に
解
決
し
た
い
。

【
障
害
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　

共
生
型
施
設

と
し
て
建
設
さ
れ
る
と
思

い
込
ん
で
い
た
が
、
障
が

い
者
に
特
化
し
た
事
業
に

変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
前
期
、
私
は
厚
生
文

教
常
任
委
員
会
に
お
り
、

高
齢
者
と
の
共
生
型
と
い

う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
を

置
い
て
議
論
し
た
記
憶
が

あ
る
。
説
明
が
十
分
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　

過
去
に
そ
う

町
長

小
島
委
員

福
祉
課
長

い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
内

部
で
検
討
し
、
障
が
い
者

団
体
等
と
も
話
を
し
て
、

大
空
町
の
中
で
初
め
て
障

が
い
者
福
祉
施
設
を
整
備

す
る
中
で
、
障
が
い
者
の

方
だ
け
で
ニ
ー
ズ
的
に
も

確
保
で
き
る
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
入
居
に

つ
い
て
は
障
が
い
者
の
み

と
い
う
形
で
整
備
す
る
こ

と
で
決
定
し
た
。

【
予
算
総
体
で
の
考
え
方
】

　
　
　
　
　
　

予
算
を
提
案

し
て
い
る
立
場
上
、
こ
れ

を
、
あ
れ
を
と
引
っ
込
め

る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
は

わ
か
っ
て
い
る
が
、
勇
気

を
持
っ
て
不
執
行
に
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　

予
算
と
い
う
の
は

生
き
物
だ
と
思
っ
て
い
る
。

状
況
変
化
が
あ
る
場
合
も

あ
る
。
こ
の
予
算
の
中
で
、

１
年
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ま
ま
い
く
も
の
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
進
め

な
が
ら
や
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
御

意
見
を
受
け
と
め
な
が
ら
、

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
島
委
員

町
長

　

３
月
９
日
に
委
員
会
を
開

　

３
月
９
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
行
政
側
へ
協
定
書
案

催
し
、
行
政
側
へ
協
定
書
案

の
内
容
や
今
後
の
方
向
性
な

の
内
容
や
今
後
の
方
向
性
な

ど
説
明
を
求
め
て
詳
細
調
査

ど
説
明
を
求
め
て
詳
細
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
提
案
さ
れ

を
行
っ
た
結
果
、
提
案
さ
れ

た
議
案
「
定
住
自
立
圏
形
成

た
議
案
「
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」
は
、

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」
は
、

委
員
全
員
が
賛
成

委
員
全
員
が
賛
成
し
、
本
会

し
、
本
会

議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
の

議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
の

審
査
報
告
を
受
け
て
審
議
し

審
査
報
告
を
受
け
て
審
議
し

た
結
果
、

た
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
定
住
自
立
圏
の
将

　

今
後
、
定
住
自
立
圏
の
将

来
像
や
具
体
的
取
組
内
容
を

来
像
や
具
体
的
取
組
内
容
を

記
載
し
た
「
定
住
自
立
圏
共

記
載
し
た
「
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
本
委
員
会

る
予
定
で
あ
り
、
本
委
員
会

で
は
そ
の
内
容
、
策
定
経
過

で
は
そ
の
内
容
、
策
定
経
過

な
ど
を
継
続
し
て
調
査
し
て

な
ど
を
継
続
し
て
調
査
し
て

い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

※※  

定
住
自
立
圏
調
査
等
特
別

定
住
自
立
圏
調
査
等
特
別

委
員
会
で
の
審
議
概
要
は
、

委
員
会
で
の
審
議
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

大
空
町
以
外

の
町
も
地
域
医
療
体
制
に

入
る
状
況
を
踏
ま
え
た
と

き
、
本
町
の
患
者
が
網
走

市
の
病
院
へ
優
先
的
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
ほ

か
の
町
と
の
関
係
は
今
後

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
、
定

住
自
立
圏
の
話
は
本
町
と

網
走
市
と
で
進
ん
で
い
る

が
、
医
療
関
係
は
各
市
町

村
で
関
係
の
あ
る
問
題
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

広
い
意
味
で
、
周
辺
町
村

の
協
議
が
問
題
解
決
や
、

連
携
・
協
力
す
る
た
め
に

必
要
。

植
田
委
員

総
務
課
参
事

　
　
　
　
　
　

生
ご
み
の
処

理
な
ど
網
走
市
以
外
と
の

関
係
、
現
在
進
行
し
て
い

る
津
別
町
と
の
関
係
、
そ

の
辺
の
整
理
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

網
走
市
も
本

町
も
、
一
般
廃
棄
物
処
理

計
画
を
見
直
し
の
予
定
で
、

お
互
い
に
協
議
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
に
な
る
。
生

ご
み
の
関
係
は
一
般
廃
棄

物
処
理
計
画
に
含
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
適
正
な

処
理
と
い
う
こ
と
で
計
画

を
策
定
す
る
。
津
別
町
と

の
か
か
わ
り
は
、
そ
の
ま

ま
進
め
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　

定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
際
、

こ
の
協
定
書
の
内
容
に
進

化
が
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。

協
定
を
結
べ
ば
、
今
ま
で

の
こ
と
を
基
礎
に
し
な
が

ら
新
し
い
展
開
が
生
ま
れ

て
当
然
で
あ
る
。
説
明
を

聞
い
て
い
る
と
、
今
ま
で

の
広
域
連
携
を
軸
に
し
て

や
る
の
だ
か
ら
、
何
も
変

わ
ら
な
い
の
だ
と
し
か
聞

こ
え
な
い
。
前
向
き
な
意

植
田
委
員

住
民
課
長

小
島
委
員

味
で
新
し
い
展
開
が
な
い

と
、
意
味
が
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

変
わ
ら
な

い
と
は
言
っ
て
お
ら
ず
、

今
あ
る
協
定
書
の
内
容
は
、

総
合
計
画
に
あ
る
も
の
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
行

政
改
革
も
含
め
、
適
切
な

社
会
情
勢
に
合
わ
せ
て
見

直
し
を
し
て
い
く
べ
き
だ

総
務
課
参
事

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

す
べ
て
の
項
目
に

つ
い
て
、
導
入
部
分
と
す

れ
ば
、
今
行
わ
れ
て
い
る

も
の
を
中
心
に
、
総
合
計

画
掲
載
事
業
を
出
し
て
い

る
。
将
来
的
に
、
す
べ
て

の
面
に
お
い
て
変
わ
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
今
時
点

で
は
こ
の
内
容
で
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

町
長

安心して暮らせる地域を目指して安心して暮らせる地域を目指して
～網走市との『定住自立圏形成協定の締結』が決まる～～網走市との『定住自立圏形成協定の締結』が決まる～

平成23年度予算のほか、第１回定例会において決定した主な事項をお知らせします。平成23年度予算のほか、第１回定例会において決定した主な事項をお知らせします。

空港周辺　ひまわりの様子

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
調
査
等

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
調
査
等

特
別
委
員
会
」を
設
置
し
て
詳
細
審
議

特
別
委
員
会
」を
設
置
し
て
詳
細
審
議

　

大
空
町
だ
け
で
は
な
く
、
広
い
範
囲
で
必
要
な
生
活

　

大
空
町
だ
け
で
は
な
く
、
広
い
範
囲
で
必
要
な
生
活

機
能
を
確
保
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域

機
能
を
確
保
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域

に
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
中
心
市
宣
言
を
し

に
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
中
心
市
宣
言
を
し

た
網
走
市
と
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
す
る

た
網
走
市
と
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
議
会
に
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、

こ
と
に
つ
い
て
議
会
に
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、

議
会
で
は
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
調
査
等
特
別
委
員

議
会
で
は
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
調
査
等
特
別
委
員

会
」（
委
員
長　

近
藤
哲
雄
議
員
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

会
」（
委
員
長　

近
藤
哲
雄
議
員
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

　

（
委
員
会
審
議
概
要
）

網走市 下水終末処理施設
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【
教
育
委
員
の
任
命
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
】

　

教
育
委
員
の
任
命
と
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
賛
同
し

ま
し
た
。

〔
教
育
委
員
〕

福
田
淳
一
氏
（
女
満
別
開
陽
）

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

鎌
田
宏
惇
氏
（
東
藻
琴
北
一
区
）

河
崎
琢
哉
氏
（
女
満
別
本
通
）

【
町
道
路
線
の
廃
止
と
認
定
】

　

町
道
路
線
の
整
備
な
ど
に

よ
り
、
既
存
町
道
路
線
の
廃

止
と
、
新
た
に
町
道
路
線
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
た
に
基
金（
町
の
預
金
）

を
設
置
】

　

国
の
補
正
予
算
に
よ
り

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ

交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
、
交

付
金
の
一
部
を
基
金
に
積
み

立
て
る
（
預
金
す
る
）
た
め

に
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
基
金
」
を
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
設
置
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
障
が

い
児
の
教
育
支
援
や
教
育
相

談
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

【
農
業
委
員
選
挙
区
が
廃
止
】

　

こ
れ
ま
で
設
定
さ
れ
て
い

た
東
藻
琴
、
女
満
別
の
両
選

挙
区
が
、
今
年
度
行
わ
れ
る

予
定
の
農
業
委
員
選
挙
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
す
。

【
女
満
別
地
区
公
民
館
が

「
地
域
集
会
施
設
（
町
民
会

館
）」
に
移
行
】

　

地
域
の
住
民
活
動
な
ど
に

柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
女
満
別
地
区
に
あ
る

12
の
公
民
館
の
位
置
づ
け
が
、

４
月
１
日
か
ら
「
地
域
集
会

施
設
（
町
民
会
館
）」
に
な

り
ま
し
た
。

【
研
修
会
館
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
が
変

更
に
】

　

女
満
別
研
修
会
館
・
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
両
施
設

の
年
末
・
年
始
の
休
館
日
が
、

今
年
度
か
ら
『
12
月
31
日
か

ら
翌
年
１
月
５
日
ま
で
』
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

【
東
藻
琴
総
合
体
育
館
を
東

藻
琴
高
校
の
体
育
館
と
し
て

位
置
づ
け
】

　

高
校
に
隣
接
し
て
い
る
東

藻
琴
総
合
体
育
館
の
位
置
づ

け
が
、
４
月
１
日
か
ら
東
藻

琴
高
等
学
校
の
体
育
館
に
な

り
ま
す
。

【
老
人
医
療
費
助
成
廃
止
】

　

昭
和
53
年
か
ら
北
海
道
の

補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
て

き
た
老
人
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
、
平
成
16
年
に
北
海

道
の
根
拠
条
例
廃
止
が
決
定

さ
れ
、
平
成
20
年
３
月
31
日

で
新
規
の
給
付
が
終
了
し
て

い
ま
す
。

　

診
療
に
関
す
る
債
権
の
時

効
は
３
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
23
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
老
人
医
療
費
に
関
す
る
助

成
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

【
出
産
育
児
一
時
金
39
万
円

◆一般会計：予算総額が、3,605万円増の88億5,281万円になりました。
平成22年度一般会計予算補正の主な内容

【歳　　入】
●町民税・個人 ＋2,292万円
〔農業所得の増など〕
●町民税・法人 ＋1,709万円
〔運輸業、建設業、レンタカー関係での増〕
●固定資産税 ＋1,349万円
〔新築住宅、課税対象資産の増〕
●農業基盤整備事業分担金 △1,582万円
〔事業費確定による減〕
●安全・安心な学校づくり交付金 ＋9,236万円
〔女満別小学校建設補助単価の増〕
●地域活性化・きめ細かな交付金 ＋3,590万円
●地域活性化・住民生活に光を注ぐ交付金 ＋1,668万円
●財産売払収入 ＋1,056万円
〔町有林立木と道道整備による町有地の売払い〕
●一般寄附金 ＋372万円
〔町内外の方々から16件の寄附〕
●学校教育施設建設基金繰入金 ＋1,998万円
〔学校施設整備のため、基金（預金）額取り崩し〕
●町債（町の借入金） △１億2,620万円
〔事業費の確定などによる〕

【歳　　出】
●環境に配慮した電気自動車の購入 ＋424万円
●雪捨て場用地の取得 ＋210万円
●東藻琴ふれあい広場の整備 ＋500万円
〔コンビネーション遊具、あずまやの整備〕
● ボッシュ㈱女満別テクニカルセンターテストコ
ース整備に係る補助金 △629万円

〔固定資産税額確定による〕
●住民生活に光をそそぐ基金への積み立て（預金）
〔障がい児教育支援などに活用〕 ＋1,500万円
●公共施設等整備基金への積み立て（預金） ＋１億4,358万円
●ひがしもこと乳酪館製造室改修工事 ＋262万円
〔製造室床改修、冷却装置取り替え〕
●農業基盤整備関連事業費 △1,987万円
〔事業費の確定などによる〕
●朝日ヶ丘公園の整備 ＋1,445万円
〔厩舎を倉庫に改修、クラブハウス建設、芝刈機更新〕
●㈱北海道エアシステムへの出資 ＋403万円
〔新たな経営体制確立のため出資要請あり〕
●女満別高校生徒数確保のための住環境整備
〔土地、建物の取得〕 ＋1,500万円
●東日本大震災被災地への義援金 ＋100万円

◆国民健康保険事業特別会計：予算総額１億2,015万円減の11億2,351万円。
◆後期高齢者医療特別会計：予算総額486万円減の9,008万円。
◆介護保険事業勘定特別会計：予算総額741万円増の６億1,721万円。
◆介護サービス事業勘定特別会計：予算総額19万円減の840万円。
◆簡易水道事業特別会計：予算総額1,400万円減の４億4,408万円。
◆下水道事業特別会計：予算総額471万円減の３億7,953万円。
◆個別排水処理事業特別会計：予算総額33万円減の2,771万円。

【
朝
日
ヶ
丘
公
園
の
整
備
】

　
　
　
　
　
　

朝
日
ヶ
丘
公

園
の
厩
舎
改
修
工
事
な
ど

国
の
緊
急
経
済
対
策
事
業

に
選
択
し
た
根
拠
は
。
な

ぜ
、
そ
こ
に
投
資
す
べ
き

だ
と
決
断
し
た
の
か
。

　
　
　
　

厩
舎
は
将
来
的
に

倉
庫
と
し
て
使
う
こ
と
を

想
定
し
、
芝
刈
機
は
音
が

う
る
さ
く
効
率
も
上
が
ら

な
い
、
周
辺
の
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
、
交
付
金
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
ど
こ

か
で
切
り
か
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
選

択
し
た
。
休
憩
施
設
は
、

将
来
的
に
恒
久
的
な
設
置

の
要
望
が
あ
り
、
交
付
金

を
活
用
し
て
の
整
備
は
大

勢
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ

た
え
る
手
法
だ
と
思
っ
て

い
る
。

【
女
満
別
高
校
生
徒
数
確
保

の
た
め
の
住
環
境
整
備
】

　
　
　
　
　
　

女
満
別
高
校

の
生
徒
数
を
確
保
す
る
事

業
の
一
環
と
し
て
、
公
有

財
産
を
取
得
す
る
と
い
う

説
明
が
あ
り
、
あ
る
程
度

小
島
委
員

町
長

小
島
委
員

め
ど
が
つ
い
て
い
る
よ
う

だ
が
、
や
り
方
と
し
て
ど

う
な
の
か
。
町
は
、
過
去

い
ろ
ん
な
や
り
方
で
道
立

高
校
を
支
援
し
て
き
た
が
、

不
動
産
取
得
を
し
て
ま
で

や
る
な
ら
ば
、
上
位
計
画

が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　

普
通
財
産
で
の
取
得
は
、

余
ほ
ど
慎
重
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る

べ
き
と
こ
ろ
が
法
人
格
を

と
っ
て
不
動
産
登
記
を
し

て
も
ら
い
、
取
得
経
費
は

全
額
補
助
と
い
う
や
り
方

の
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

物
件
を
あ
る
程
度

固
定
し
な
い
と
、
根
拠
が

示
せ
な
い
。
財
産
取
得
の

す
べ
て
が
、
上
位
計
画
に

沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

　
　

こ
の
関
係
に
つ
い
て
は

一
昨
年
か
ら
、
関
係
者
の

方
々
が
大
変
心
配
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
か

け
合
っ
て
き
た
が
、
相
手

方
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

町
と
し
て
取
得
し
て
も
ら

い
、
管
理
運
営
は
責
任
を

持
っ
て
行
う
と
い
う
方
策

で
お
願
い
で
き
な
い
か
と
、

町
長

こ
と
し
の
１
月
に
要
請
さ

れ
た
。
関
係
者
が
十
分
検

討
し
、
法
人
格
を
取
得
す

る
ま
で
至
ら
な
い
中
で
、

町
に
要
請
が
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

　
　

財
産
取
得
は
一
過
性
で

は
な
く
、
将
来
に
お
い
て

女
満
別
高
校
の
間
口
、
生

徒
確
保
に
お
け
る
手
段
と

な
る
も
の
で
は
な
い
か
。

有
効
に
活
用
し
、
生
徒
確

保
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

【
一
般
寄
附
金
の
内
容
】

　
　
　
　
　
　

寄
附
く
だ
さ

っ
た
方
々
の
名
前
や
金
額

な
ど
を
参
考
資
料
と
し
て

つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
、

今
ま
で
に
寄
附
さ
れ
た
方

の
名
簿
な
ど
が
、
ず
っ
と

整
理
さ
れ
て
き
て
い
る
の

勝
田
委
員

か
ど
う
か
。

　
　

ま
た
、
寄
附
金
を
一
度

基
金
に
積
み
立
て
て
、
必

要
に
応
じ
て
崩
し
て
使
う

こ
と
に
す
れ
ば
、
浄
財
を

い
た
だ
い
た
方
に
も
使
途

を
説
明
で
き
、
寄
附
く
だ

さ
っ
た
方
も
町
の
た
め
に

な
っ
た
と
思
う
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　

匿
名
の
方
も

お
り
、
参
考
資
料
は
難
し

い
。

　
　

一
般
寄
附
金
と
な
っ
て

い
る
が
、
あ
る
程
度
名
目

を
つ
け
、
選
ん
で
寄
附
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
寄
附
に
つ
い
て
は
今

ま
で
も
そ
の
内
容
に
応
じ

て
積
み
立
て
た
り
、
事
業

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
　

寄
附
に
つ
い
て
は
、
寄

附
台
帳
を
整
備
し
、
管
理

し
て
い
る
。

　

議
会
側
の
提
出
案
件
な
ど

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
会
閉
会
中
も
各
委
員
会

が
所
管
事
務
な
ど
を
調
査
】

　

議
会
に
は
い
く
つ
か
の
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
所
管
す
る
調
査
項
目
な
ど

総
務
課
長

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
調
査
な

ど
は
、
基
本
的
に
議
会
が
開

か
れ
て
い
る
期
間
し
か
行
え

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
議
会
の
議
決
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
は
議
会

閉
会
中
で
も
活
動
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
、
閉
会

中
も
継
続
し
て
所
管
す
る
必

要
な
項
目
を
調
査
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

【
検
討
課
題
な
ど
解
決
の
た

め
に
議
員
を
派
遣
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
な

ど
の
た
め
に
議
員
の
派
遣
が

必
要
か
ど
う
か
、
そ
の
都
度

議
長
が
検
討
し
て
決
定
し
、

派
遣
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

【
国
に
対
し
て
要
望
意
見
書

を
提
出
】

　

「
地
域
医
療
存
続
の
た
め

の
医
師
確
保
に
関
す
る
要
望

意
見
書
」
を
、
国
に
提
出
し

ま
し
た
（
内
容
・
提
出
先
は
、

Ｐ
27
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）。

【
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告
】

　

監
査
委
員
の
行
う
「
例
月

出
納
検
査
」
の
結
果
に
つ
い

て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

が
恒
久
的
措
置
に
】

　

「
大
空
町
国
民
健
康
保
険

条
例
」
に
規
定
さ
れ
る
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
は
、

平
成
21
年
10
月
か
ら
平
成
23

年
３
月
ま
で
の
期
限
つ
き
で

39
万
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た

（
基
本
は
35
万
円
。）。
４
月

１
日
か
ら
は
期
限
が
な
く
な

り
、
39
万
円
が
基
本
支
給
額

に
な
り
ま
す
。

【
平
成
22
年
度
各
会
計
予
算

の
補
正
】

　

平
成
22
年
度
末
を
迎
え
、

事
業
経
費
確
定
な
ど
で
予
算

額
を
精
査
し
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
22
年
度
各
会
計
予
算
額

が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

補
正
さ
れ
た
各
会
計
の
予
算

額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

女満別高校の間口、生徒
確保対策として財産取得
（寄宿舎）

女満別高校入学式
の様子

（Ｈ23.7.1　就任予定） （Ｈ23.6.12　就任予定）（再　　任）
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議
員
が
御
指
摘
の
と
お
り
、

雪
を
使
っ
て
い
く
、
雪
を
楽

し
む
発
想
を
持
っ
て
対
処
し

た
い
。

市
街
地
整
備
が
特
定
の

応
援
に
は
な
ら
な
い

議
員
議議議
員
議
員
議
員
議
員
議
員
議
員
議
員

　
　
　

都
市
機
能
を
一
番
集

約
し
て
い
る
市
街
地
の
整
備

が
、
特
定
の
人
を
応
援
す
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　町
長　
町
長
そ
の
部
分
だ
け
で
い

い
の
か
皆
さ
ん
方
と
話
を
し
、

将
来
の
展
望
も
持
ち
な
が
ら

で
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
踏

み
切
れ
な
い
と
い
う
思
い
で

あ
る
。

公
園
内
の
冬
期
間

除
雪
に
つ
い
て

議
員

　
　
　

公
園
内
の
道
路
を
最

低
１
・
２
メ
ー
ト
ル
は
あ
け

ら
れ
な
い
か
。
健
康
志
向
に

よ
り
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
増
え
て

本
事
業
の
政
策
と

財
源
措
置

議
員

　
　
　

本
事
業
に
お
け
る
政

策
の
実
施
、
事
業
に
か
か
る

財
源
措
置
は
。

　
　町
長　
町
長
道
の
駅
と
い
う
だ
け

で
補
助
事
業
を
活
用
す
る
こ

と
は
困
難
で
、
機
能
の
中
に

防
災
拠
点
な
ど
の
位
置
づ
け

を
す
る
こ
と
で
補
助
事
業
活

用
が
で
き
な
い
か
探
っ
て
い

き
た
い
。
合
併
特
例
債
の
活

用
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

事
業
計
画
の
母
体
的
な

組
織
づ
く
り

議
員

　
　
　

事
業
計
画
の
母
体
的

な
組
織
づ
く
り
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　
　町
長　
町
長
整
備
の
場
所
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
聞
こ

え
る
が
、
そ
う
い
っ
た
事
柄

を
整
理
す
る
た
め
、
17
人
の

委
員
で
構
成
す
る
ま
ち
づ
く

り
住
民
懇
談
会
を
立
ち
上
げ

議
論
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

町政を問う（一般質問5名）
OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

　平成23年第１回の大空町議会定例会では、５名の議員から町の施策などに関
する一般質問がありました。各議員の質問と、その答弁要旨をお知らせします。
※掲載内容は要約しております。詳細は、両地区図書館に備え付けの会議録を御覧ください。

総
合
計
画
を
支
え
る
各
種
行
政
計
画
の

重
要
性
と
議
会
の
議
決
に
つい
て

東
藻
琴
地
区
の
「
道
の
駅
」
整
備

基
本
計
画
策
定
の
ゆ
く
え
に
つい
て

雪
国
の
快
適
な
冬
期
間
の

環
境
づ
く
り
に
つい
て

品　

田　

好　

博 

議
員

行
政
計
画
相
互
間
の

調
整
方
法
と
担
当
は

議
員

　
　
　

行
政
計
画
の
相
互
間

を
自
治
体
内
部
で
調
整
す
る

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で

行
わ
れ
、
そ
の
担
当
部
署
は

ど
こ
か
。

　
　町
長　
町
長
総
合
計
画
の
ほ
か
36

の
計
画
が
あ
る
。
総
合
計
画

に
沿
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
、

各
担
当
課
で
総
合
計
画
と
の

整
合
性
を
図
る
相
互
調
整
が

行
わ
れ
て
い
る
。
総
合
計
画

そ
の
も
の
の
所
管
は
総
務
課

で
あ
り
、
総
合
的
調
整
機
能

は
総
務
課
に
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。

議
会
の
責
任
明
確
化
が

情
報
共
有
に

議
員

　
　
　

各
種
行
政
計
画
を
議

決
事
件
に
追
加
し
て
議
会
の

責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、

広
く
町
民
へ
の
情
報
の
提
供
、

共
有
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

　

今
日
の
政
策
的
課
題
は
、

行
政
部
門
ご
と
の
問
題
と
し

て
扱
う
べ
き
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
課
の
名
称
で
計
画

を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
大
空
町
と
冠
を
か
け
て

お
り
、
議
会
に
実
施
状
況
を

報
告
し
て
審
議
を
受
け
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
各
部
局
で
取

り
組
み
状
況
を
精
査
す
る
作

業
が
生
ま
れ
、
よ
り
よ
い
関

係
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　町
長　
町
長
議
会
の
審
議
ル
ー
ル

も
あ
る
。
ど
う
い
う
形
が
よ

い
か
十
分
相
談
し
、
そ
の
ル

ー
ル
に
の
っ
と
っ
た
形
で
示

し
た
い
。

生
き
た
行
政
計
画
を
立

て
、
町
民
に
理
解
を

議
員

　
　
　

各
種
行
政
計
画
の
重

要
性
と
、
議
会
と
町
民
に
対

し
て
の
説
明
責
任
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
住
民
と
行
政
が

協
働
し
、
創
意
工
夫
し
な
が

ら
納
得
い
く
計
画
を
つ
く
る

観
点
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

生
き
た
行
政
計
画
を
立
て
、

町
民
に
理
解
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
時
代
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
が
、
ま
さ
し
く
町
長
が

言
う
地
域
主
権
改
革
だ
と
考

え
る
。

　
　町
長　
町
長
議
員
が
言
わ
れ
る
こ

と
を
十
分
受
け
と
め
な
が
ら
、

執
行
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
の
発
生
源

議
員

　
　
　

こ
の
事
業
の
発
生
源

は
。

　
　町
長　

宿
泊
・
温
浴
施
設
は

東
藻
琴
の
市
街
地
に
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
の
御
意
見
が

あ
り
、
市
街
地
の
商
業
活
動

衰
退
を
懸
念
す
る
声
も
聞
か

れ
た
。
そ
の
中
で
考
え
た
の

が
道
の
駅
の
発
想
で
あ
る
。

総
合
計
画
に
お
け
る

根
拠

議
員

　
　
　

総
合
計
画
に
お
け
る

根
拠
は
。

　
　町
長　

第
３
次
東
藻
琴
村
総

合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
が
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
、
古
く
か
ら
の
地
域
課
題

で
あ
る
。
大
空
町
総
合
計
画

に
お
い
て
は
、
観
光
産
業
の

振
興
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

重
要
で
あ
り
、
話
し
合
い
の

熟
度
を
高
め
る
中
で
計
画
に

取
り
組
み
た
い
。

意
見
集
約
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
考
え
て
い
る
か

議
員

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
住
民
懇

談
会
の
公
募
委
員
は
何
名
か
。

ま
た
、
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
と

し
て
商
工
会
、
自
治
会
、
女

性
部
、
東
藻
琴
の
学
生
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
大

き
く
東
藻
琴
地
区
の
皆
さ
ん

方
の
意
見
収
集
方
法
を
考
え

て
や
っ
て
い
る
の
か
。

東
藻
琴
総
合
支
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員

の
人
数
に
つ
い
て
、
公
募
委

員
が
３
名
、
東
藻
琴
商
工
会

や
女
満
別
地
区
商
工
関
係
者

な
ど
、
団
体
推
薦
で
14
名
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
長
町
民
集
会
や
ワ
ー
ク

雪
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

い
う
考
え
方
で
の
完
全
排
雪

議
員

　
　
　

北
国
に
は
雪
か
ら
逃

れ
ら
れ
な
い
宿
命
が
あ
り
、

そ
れ
な
ら
ば
利
雪
・
克
雪
と

い
う
考
え
方
で
、
雪
国
の
快

適
さ
追
求
と
の
側
面
か
ら
プ

ラ
ス
思
考
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

あ
っ
て
よ
い
と
考
え
、
提
案

す
る
。

　

雪
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
い
う
考
え
方
で
、
中
心
市

街
地
の
周
径
１
０
０
メ
ー
ト

ル
で
も
、
完
全
排
雪
は
不
可

能
な
の
か
。
除
排
雪
へ
資
金

を
あ
ま
り
投
じ
な
い
の
が
雪

国
の
施
策
と
す
れ
ば
、
市
街

地
の
活
性
化
・
経
済
振
興
は

縮
こ
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
。

　
　町
長　

一
部
地
域
だ
け
の
完

全
排
雪
で
い
い
の
か
と
い
う

議
論
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

い
る
。
冬
期
間
、
一
般
道
路

は
狭
く
、
安
全
面
か
ら
も
問

題
が
あ
り
、
歩
道
の
除
雪
も

行
き
届
い
て
い
な
い
。
さ
ほ

ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　町
長　
町
長
女
満
別
地
区
な
ど
の

公
園
は
、
冬
期
間
の
除
雪
に

至
っ
て
い
な
い
。
日
常
歩
か

れ
る
方
々
が
大
変
お
困
り
で

は
な
い
か
と
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

な
ど
を
設
置
し
た
の
で
、
冬

期
間
代
替
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

小
さ
な
大
通
公
園
に

議
員

　
　
　

道
道
３
．
３
．
２
空

港
線
の
緑
地
を
、
冬
は
排
雪

し
て
広
々
と
し
た
感
じ
を
維

持
し
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
て
は
。

子
供
た
ち
の
雪
像
や
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
、
街
路

樹
の
ア
カ
マ
ツ
に
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
施
す
の
も
よ
い
。

そ
こ
に
屋
台
村
が
あ
っ
て
も

結
構
か
と
思
う
。
町
の
小
さ

な
大
通
公
園
に
し
て
は
ど
う

か
。

　
　町
長　
町
長
地
域
の
皆
さ
ん
が
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
な

話
が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
も

積
極
的
に
協
力
し
た
い
。

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
今
後
考
え

ら
れ
る
意
見
集
約
の
仕
方
を

取
り
入
れ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　議長宛ての案内文書について
は、事前に公務などの日程調整
が必要になるため、必ず議会事
務局まで「持参」または「郵送」
でのお届をお願いします。

送り先：
〒099-2392
大空町女満別西3条4丁目1番1号
　大空町議会議長

（大空町議会事務局）宛

お  願  いお  願  いお  願  い

まちづくり住民懇談会の開催風景

ウォーキングマシーンとエアロバイク
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ふ
だ
ん
着
で
も
行
け
る

環
境
づ
く
り

議
員

　
　
　

札
幌
丘
珠
空
港
で
も
、

乗
降
客
以
外
が
空
港
を
利
用

で
き
る
取
組
を
し
て
い
る
が
、

ふ
だ
ん
着
で
は
な
か
な
か
行

け
な
い
場
所
と
い
う
固
定
観

の
ス
ス
メ
」
の
リ
ユ
ー
ス
、

す
な
わ
ち
何
度
も
繰
り
返
し

使
う
と
い
う
こ
と
で
、
自
分

自
身
を
納
得
さ
せ
た
。

　

再
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

に
対
し
、
私
は
ぜ
ひ
そ
う
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
担
当
課

の
方
た
ち
も
、
こ
の
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
も
ら
い
た
い
。

　
　町
長　

町
と
し
て
、
各
事
業

所
に
ご
み
の
減
量
大
作
戦
と

題
し
た
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
付
し
た
。
そ
の
中
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）、

少
子
化
問
題
に
つい
て中　

堀　

君　

子 

議
員

特
定
不
妊
治
療
に

助
成
す
る
考
え
は

議
員
議議議
員
議
員
議
員
議
員
議
員
議
員
議
員

　
　
　

少
子
化
が
進
み
、
こ

れ
か
ら
先
ど
う
な
る
の
か
と

の
思
い
で
少
子
化
問
題
を
取

り
上
げ
た
。

　

結
婚
で
き
て
も
赤
ち
ゃ
ん

を
授
か
ら
な
い
人
た
ち
が
少

な
く
な
い
。

　

不
妊
治
療
も
、
特
別
な
治

療
は
都
市
部
で
な
け
れ
ば
で

き
ず
、
治
療
費
や
交
通
費
、

宿
泊
費
な
ど
の
リ
ス
ク
を
伴

う
。

　

網
走
市
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
体
外
受
精
や
顕
微
授
精

な
ど
を
対
象
に
し
た
特
定
不

妊
治
療
費
の
助
成
制
度
を
、

北
海
道
の
補
助
と
と
も
に
行

っ
て
い
る
。
北
見
市
も
、
平

成
23
年
度
か
ら
助
成
す
る
予

定
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

大
空
町
に
お
い
て
、
ど
の

程
度
の
方
た
ち
が
北
海
道
の

補
助
を
受
け
て
治
療
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
と
し

て
特
定
治
療
費
に
対
し
助
成

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　町
長　
町
長
北
海
道
で
は
、
平
成

16
年
10
月
か
ら
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
を
開
始
し
て

い
る
。

　

本
町
の
不
妊
症
の
方
々
の

数
は
具
体
的
に
把
握
し
て
い

な
い
が
、
毎
年
度
相
談
者
が

数
人
ず
つ
い
る
。
保
健
師
が

指
導
に
当
た
り
、
状
況
に
よ

り
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

　

北
海
道
の
事
業
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
が
、
本
町
に
平

成
21
年
度
で
２
名
い
る
。
北

海
道
指
定
の
病
院
は
道
央
圏

に
集
中
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
で
は
１
カ
所
し
か
な
い
。

町
と
し
て
実
態
を
把
握
し
切

れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な

方
々
で
、
経
費
が
ど
の
程
度

か
と
い
っ
た
把
握
に
努
め
、

今
ま
で
以
上
に
相
談
業
務
を

充
実
さ
せ
、
今
後
ど
う
い
う

対
応
が
必
要
か
検
討
し
た
い
。

近
い
将
来
の
検
討
を

議
員

　
　
　

不
妊
治
療
を
行
っ
て

い
る
方
の
親
御
さ
ん
が
私
の

と
こ
ろ
へ
お
見
え
に
な
り
、

「
札
幌
市
ま
で
治
療
に
行
く

と
非
常
に
お
金
が
か
か
る
。

息
子
た
ち
も
、
網
走
市
へ
引

っ
越
そ
う
か
と
言
っ
て
い

る
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

こ
の
町
に
住
み
、
こ
の
町
に

子
供
が
生
ま
れ
る
の
な
ら
、

そ
の
両
親
も
町
に
住
み
、
さ

ら
に
そ
の
両
親
も
子
供
た
ち

に
離
れ
ら
れ
な
く
て
よ
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
。

　

北
海
道
の
補
助
を
受
け
て

治
療
し
て
い
る
方
が
２
人
い

る
と
の
こ
と
で
、
近
い
将
来
、

不
妊
治
療
の
助
成
に
つ
い
て

考
え
て
ほ
し
い
。

　
　町
長　
町
長
町
で
は
、
妊
婦
健
診

助
成
、
出
産
時
救
急
搬
送
、

各
種
子
育
て
支
援
、
保
育
環

境
・
学
校
教
育
の
充
実
な
ど

実
施
し
て
い
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
出
産
後
の
対
応
で
し
か

な
い
。
不
妊
治
療
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
は
か
り
知
れ
な

い
御
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
部

分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

十
分
な
状
況
把
握
が
で
き

て
お
ら
ず
、
つ
ぶ
さ
に
研
究

し
な
が
ら
前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
。

ガ
ラ
ス
製
密
閉
瓶
の

再
利
用
を
念
頭
に

議
員

　
　
　

ガ
ラ
ス
製
瓶
の
再
利

用
と
い
う
こ
と
で
、
議
長
の

許
し
を
得
て
議
場
内
に
持
ち

込
ん
だ
。

　

私
は
、
こ
の
瓶
の
物
を
売

っ
て
い
る
店
へ
行
き
、
こ
の

容
器
に
袋
詰
め
の
物
を
詰
め

か
え
、
袋
を
リ
サ
イ
ク
ル
に

出
す
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い

た
い
と
言
っ
た
が
、
袋
の
物

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

行
政
か
ら
再
利
用
の
指
導
や

提
言
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、

法
律
の
壁
が
あ
り
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ご
み
の
減
量
を
進
め
る
の

な
ら
ば
、
詰
め
か
え
か
回
収

を
行
う
、
い
ち
町
民
が
声
を

出
す
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
行
政
に
も
後
押
し
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

役
場
住
民
課
で
は
、「
３

Ｒ
の
ス
ス
メ
」
と
い
う
立
派

な
チ
ラ
シ
を
事
業
所
な
ど
に

配
付
し
て
い
る
。
私
た
ち
町

民
も
ご
み
減
量
運
動
に
参
加

し
、
先
ほ
ど
の
瓶
も
「
３
Ｒ

環
境
問
題
に
つい
て

リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
利

用
）、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み

を
出
さ
な
い
）
と
い
う
発
想

を
持
っ
て
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

ご
み
減
量
化
は
、
地
球
環

境
の
保
全
や
町
の
経
費
縮
減

に
も
つ
な
が
る
。
町
民
運
動

と
し
て
積
極
的
に
、
末
長
く

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活
性
化
期

成
会
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

あ
り
方
な
ど
国
の
法
整
備
を

要
望
し
て
お
り
、
そ
う
い
う

法
体
系
の
整
備
も
今
後
要
望

し
て
い
き
た
い
。

瓶
と
キ
ャ
ッ
プ
は

分
け
て
袋
へ

議
員

　
　
　

今
年
の
１
月
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運

ん
だ
。
瓶
、
缶
な
ど
が
山
に

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
ブ
リ

キ
の
キ
ャ
ッ
プ
が
さ
れ
た
瓶

が
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
に
一
つ

あ
っ
た
。
私
が
町
民
に
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
を
と
思
っ
た
の
は
、

ふ
た
を
は
ず
し
て
飲
む
の
だ

か
ら
、
な
ぜ
そ
の
ま
ま
出
せ

な
い
の
か
。
分
け
て
袋
へ
入

れ
て
と
い
う
こ
と
を
言
わ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
　町
長　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
や
ご
み
焼
却
施
設
、
最
終

処
分
場
な
ど
を
町
民
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

今
言
わ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
を
は

ず
し
、
分
別
す
る
意
味
が
直

接
伝
わ
る
の
で
は
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
う
の

も
、
行
政
の
情
報
公
開
、
共

有
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と
思

う
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
本
腰
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
処
理
施

設
な
ど
へ
町
民
皆
さ
ん
が
御

同
行
い
た
だ
く
機
会
を
考
え

て
い
き
た
い
。

空
港
関
連
に
つい
て
（
町
政
執
行
方
針
）

齋　

藤　

宏　

司 

議
員

空
港
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

具
体
的
内
容
と
課
題
は

議
員
議議議
員
議
員
議
員
議
員
議
員
議
員
議
員

　
　
　

空
港
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
の
た
め
に
空
港
ビ
ル
株

式
会
社
や
テ
ナ
ン
ト
会
と
協

働
し
、
乗
降
客
だ
け
で
な
く
、

よ
り
多
く
の
地
域
の
方
々
に

空
港
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
積
極
的
に
支
援
す
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

内
容
や
課
題
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

か
。

　
　町
長　

空
港
ビ
ル
を
公
共
施

設
と
同
じ
位
置
づ
け
の
中
で

活
用
す
る
取
組
を
、
空
港
ビ

ル
株
式
会
社
や
テ
ナ
ン
ト
会

の
皆
さ
ん
と
行
っ
て
い
き
た

い
。
具
体
的
に
は
、
空
港
ビ

ル
の
会
議
室
を
開
放
し
、
文

化
や
芸
術
活
動
の
場
と
し
て

提
供
す
る
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
や

ヒ
マ
ワ
リ
の
開
花
時
期
に
合

わ
せ
て
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

空
港
に
設
置
す
る
、
ロ
ビ
ー

で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
空
港
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
た
い
。

念
が
、
自
分
の
中
に
あ
る
。

ふ
だ
ん
着
で
も
行
け
る
環
境

づ
く
り
と
い
っ
た
お
考
え
は

あ
る
か
。

　
　町
長　

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
当

た
り
、
テ
ナ
ン
ト
会
の
方
々

に
も
協
力
願
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
空
港
の
建
物
そ
の

も
の
は
、
い
ろ
ん
な
方
が
使

わ
れ
る
公
共
的
意
味
合
い
が

あ
る
。
特
色
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ

し
、
ふ
だ
ん
着
で
来
ら
れ
る

こ
と
に
も
意
を
払
い
、
作
戦

を
練
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

住
民
関
係
に
つ
い
て

（
町
政
執
行
方
針
）

自
治
会
活
動
支
援
交
付

金
の
具
体
的
内
容
は

議
員

　
　
　

町
民
が
主
体
的
に
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
機
運

を
醸
成
す
る
た
め
、
個
人
町

民
税
の
１
％
相
当
額
を
自
治

会
活
動
支
援
交
付
金
と
し
て

交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

自
治
会
活
動
へ
の
積
極
的
参

加
や
取
組
を
支
援
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容

や
課
題
と
活
動
支
援
、
地
域

担
当
職
員
と
の
か
か
わ
り
は
。

分別はしっかりと

女満別空港春フェスタの様子

　
　町
長　

自
治
会
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
て
主
体
的
に
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
機

運
の
醸
成
を
目
的
に
、
個
人

住
民
税
の
１
％
相
当
額
を
充

て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

町
内
48
自
治
会
に
均
等
配

付
す
る
均
等
割
額
を
５
万
円
、

そ
れ
を
超
え
る
分
は
世
帯
割

額
と
し
て
交
付
す
る
。

　

対
象
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
対
し
幅
広
く
対
象

に
な
る
よ
う
考
え
、
各
自
治
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会
に
創
意
工
夫
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
。
交
付
申
請

や
実
績
報
告
は
簡
素
化
に
努

め
る
。
地
域
担
当
職
員
が
、

手
助
け
や
情
報
提
供
、
支
援

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

住
民
税
１
％
の
根
拠
は

議
員

　
　
　

個
人
住
民
税
１
％
相

当
額
と
い
う
根
拠
は
。

　
　町
長　

１
％
相
当
で
約

３
０
０
万
円
で
あ
る
。
皆
さ

ん
が
納
税
者
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
そ
れ
だ
け
の
額
が
納

税
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
た
だ
く
一
つ
の
方
法

と
し
て
設
定
し
た
。

職
員
側
か
ら
見
た
地
域

担
当
者
制
度
の
課
題
は

議
員

　
　
　

３
年
目
に
な
る
地
域

担
当
職
員
の
か
か
わ
り
、
住

民
側
か
ら
見
る
職
員
の
見
方

と
、
職
員
か
ら
見
る
自
治
会

の
見
方
と
恐
ら
く
違
う
と
思

う
が
、
職
員
側
か
ら
見
て
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
　町
長　

地
域
の
皆
さ
ん
と
の

つ
き
合
い
の
ど
こ
ま
で
を
日

常
の
範
疇
と
し
て
か
か
わ
る

か
。
そ
の
部
分
を
明
確
に
す

る
ほ
ど
、
地
域
の
方
と
の
接

点
が
他
人
行
儀
に
な
り
関
係

が
深
ま
ら
ず
、
本
来
の
目
的

が
達
成
で
き
な
い
こ
と
に
も

な
る
。

　

そ
こ
を
あ
い
ま
い
に
す
る

と
、
公
務
災
害
適
用
の
有
無

な
ど
、
職
員
側
と
し
て
不
安

に
な
る
部
分
も
あ
り
、
そ
こ

を
ど
う
参
酌
し
な
が
ら
取
り

組
め
ば
い
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
が
課
題
で
は
な
い
か
。

お
互
い
が

わ
か
り
合
え
る
よ
う
に

議
員

　
　
　

業
務
は
業
務
で
わ
か

る
が
、
何
と
か
お
互
い
に
わ

か
り
合
え
る
よ
う
な
形
で
進

め
て
ほ
し
い
。

　
　町
長　

地
域
と
行
政
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
、
地
域
活
動
の
支

援
が
段
階
的
最
終
目
標
で
あ

る
が
、
職
員
が
地
域
や
町
民

皆
さ
ん
を
覚
え
る
研
修
の
場

で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

町
民
皆
さ
ん
も
、
仕
事
の
分

野
で
つ
き
合
い
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
少
し
離
れ
る

と
一
度
も
話
し
た
こ
と
が
な

い
職
員
も
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　

町
の
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き

れ
ば
、
第
１
段
階
と
し
て
大

き
な
成
果
に
つ
な
が
る
の
で

は
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
職
員

を
育
て
て
い
た
だ
く
た
め
の

制
度
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
御
指
導
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
。

１
回
の
出
会
い
だ
け
で

成
功
は
難
し
い

議
員

　
　
　

出
会
い
の
場
だ
け
で

は
な
く
、
講
演
の
場
も
設
け

て
も
ら
い
た
い
。
１
回
だ
け

の
出
会
い
で
は
、
結
婚
ま
で

考
え
た
中
で
、
成
功
は
難
し

い
と
思
う
。

　
　町
長　

初
め
て
の
試
み
で
あ

り
、
い
ろ
ん
な
業
種
の
方
々

が
一
堂
に
会
し
て
町
を
再
発

見
し
た
り
、
交
流
の
場
所
を

設
け
町
と
し
て
き
っ
か
け
を

つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
い
。
研
修
会
や
講
習

会
と
い
っ
た
企
画
は
、
今
年

度
中
か
ら
可
能
で
は
な
い
か
。

交
流
の
継
続
的
実
施
を

議
員

　
　
　

異
業
種
交
流
は
継
続

的
に
、
盛
ん
に
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　町
長　

出
会
い
の
き
っ
か
け

を
つ
く
り
、
そ
の
次
の
動
き

に
つ
な
げ
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

異
業
種
交
流
に
つい
て

（
町
政
執
行
方
針
）

特
別
支
援
教
育
の
現
状

と
評
価

議
員

　
　
　

２
０
０
６
年
、
学
校

教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
特
別

支
援
学
校
な
ど
だ
け
で
な
く
、

Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
含
め
特

別
な
教
育
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
適
正

教
育
を
行
う
こ
と
が
、
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
４
年

た
っ
た
今
、
特
別
支
援
教
育

の
現
状
と
評
価
は
。

　
　教
育
長
　
　

従
事
教
員
の
多
く

が
資
格
を
有
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
通
常
の
教
員
が

研
修
会
や
特
別
支
援
学
校
な

ど
専
門
職
に
よ
る
指
導
を
受

け
て
資
質
向
上
に
努
め
て
お

り
、
教
員
個
々
の
知
識
や
経

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
て

松　

田　

信　

行 

議
員

験
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

今
後
、
指
導
力
の
維
持
向
上

や
特
別
支
援
教
育
充
実
の
た

め
、
専
門
的
研
修
機
会
の
提

供
や
教
員
の
養
成
、
配
置
を

北
海
道
に
対
し
て
要
請
し
た

い
。早

期
発
見
と
就
学
相
談

指
導
・
教
育
相
談
体
制

議
員

　
　
　

２
０
１
０
年
３
月
、

文
部
科
学
省
の
特
別
支
援
教

育
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研

究
協
力
者
会
議
の
審
議
の
ま

と
め
の
中
で
、
障
が
い
の
あ

る
子
供
に
対
す
る
多
様
な
支

援
全
体
を
一
貫
し
た
教
育
支

援
と
と
ら
え
、
早
期
か
ら
教

育
相
談
、
支
援
の
充
実
、
就

学
指
導
の
あ
り
方
等
が
示
さ

れ
た
が
、
本
町
に
お
け
る
障

が
い
児
等
の
早
期
発
見
及
び

就
学
相
談
指
導
と
教
育
相
談

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　町
長　

教
育
委
員
会
に
特
別

支
援
連
携
協
議
会
を
設
置
し

て
お
り
、
保
護
者
の
理
解
を

得
て
情
報
共
有
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
積
極
的
に
か
か
わ
る

必
要
が
あ
る
。
幼
少
期
か
ら

就
労
ま
で
、
一
貫
的
に
情
報

を
持
ち
な
が
ら
指
導
や
支
援

に
当
た
る
体
制
を
、
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
つ
く
り
上

げ
た
い
。

就
学
指
導
委
員
会
で
の

協
議
内
容

議
員

　
　
　

就
学
指
導
委
員
会
で

の
具
体
的
な
協
議
内
容
は
。

　
　教
育
長
　
　

特
別
支
援
学
校
な

ど
へ
の
進
路
が
妥
当
か
、
既

に
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
方
の
継
続
可
否
な
ど

を
決
定
し
て
い
る
。

支
援
を
つ
な
ぐ
視
点

議
員

　
　
　

就
学
指
導
委
員
会
の

役
割
は
、
決
定
だ
け
で
な
く

支
援
を
つ
な
ぐ
視
点
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　教
育
長
　
　

就
学
可
否
の
審
議

を
行
う
こ
と
が
本
来
の
目
的
。

本
町
で
は
、
特
別
支
援
連
携

協
議
会
を
独
自
に
設
け
、
全

体
的
サ
ポ
ー
ト
を
そ
の
協
議

会
が
担
う
よ
う
に
考
え
て
い

る
。し

っ
か
り
し
た
情
報
管

理
の
中
で
の
対
応

議
員

　
　
　

障
が
い
を
知
っ
た
と

き
、
そ
の
子
の
将
来
が
見
え

ず
、
不
安
と
の
葛
藤
だ
っ
た

と
い
う
、
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
も
、
早
期
発
見

は
必
要
で
あ
る
。
首
長
部
局

と
教
育
委
員
会
と
の
情
報
交

換
が
必
要
で
、
子
供
の
将
来

を
考
え
る
共
通
の
目
標
を
掲

げ
た
と
き
、
情
報
管
理
を
し

っ
か
り
し
た
中
で
の
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　町
長　

し
っ
か
り
し
た
情
報

管
理
の
も
と
に
注
意
深
く
見

守
り
、
確
認
す
る
と
い
っ
た

作
業
を
丁
寧
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
子
の
将

来
を
考
え
た
中
で
、
総
力
を

挙
げ
て
努
力
し
た
い
。

保
護
者
の
支
援
環
境
整

備
が
子
供
の
支
援
に

議
員

　
　
　

今
ま
で
は
、
子
供
の

支
援
を
通
し
た
親
へ
の
支
援

で
、
今
後
は
親
の
支
援
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
子
供
の
支

援
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町

長
の
お
考
え
は
。

　
　町
長　

相
談
員
な
ど
の
立
場

の
者
が
、
学
校
と
家
庭
と
の

間
に
立
つ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

要
求
さ
れ
る
の
で
は
。
親
御

さ
ん
と
一
緒
に
か
か
わ
り
を

持
つ
体
制
づ
く
り
に
努
力
し

た
い
。

就
学
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
検
討

議
員

　
　
　

子
供
を
中
心
と
し
て
、

本
人
、
保
護
者
、
学
校
、
教

育
委
員
会
が
目
標
・
課
題
を

共
有
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
、

就
学
指
導
委
員
会
の
役
割
や

相
談
の
流
れ
、
進
め
方
な
ど

を
解
説
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
検
討
す
る
お
考
え
は
あ
る

か
。

　
　教
育
長
　
　

そ
う
い
っ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
、
非
常

に
有
効
と
考
え
て
い
る
。
現

在
町
と
し
て
持
っ
て
い
な
い

が
、
策
定
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

連
携
で
は
な
く

連
帯
と
い
う
意
識
を

議
員

　
　
　

特
別
支
援
教
育
と
い

う
分
野
は
、
連
携
と
情
報
共

有
に
尽
き
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
連
携
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
責
任
を
持
つ
連
帯
と

い
う
意
識
で
、
状
況
の
報
告

だ
け
で
は
な
く
目
標
と
課
題

を
共
有
し
て
ほ
し
い
。

　
　教
育
長
　
　

大
事
な
の
は
、
情

報
の
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
引

き
継
ぐ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
関
係
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
、
一
貫
し
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
確
立
に
努
め
る
。

　
　町
長　

そ
う
い
う
気
持
ち
を

持
て
る
よ
う
、
職
員
資
質
の

異
業
種
交
流
の
呼
び
か

け
方
法
は

議
員

　
　
　

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
人
た
ち
が
、
幅
広
い

人
的
交
流
や
情
報
交
換
、
仲

間
づ
く
り
な
ど
が
で
き
る
よ

う
な
出
会
い
の
場
の
提
供
に

努
め
る
と
あ
る
が
、
い
つ
ご

ろ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、
ど

の
よ
う
に
呼
び
か
け
る
の
か
。

　
　町
長　

地
域
の
若
者
力
結
集

に
つ
な
げ
る
た
め
、
各
業
種

の
方
々
へ
の
交
流
の
場
の
提

供
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
交
流
、
仲
間
づ
く
り
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
観
が

変
わ
り
、
新
た
な
創
造
や
革

新
的
発
想
、
仕
事
上
の
障
害

に
対
し
て
他
の
視
点
で
解
決

へ
の
糸
口
が
見
出
さ
れ
る
な

ど
の
効
果
や
、
結
婚
活
動
と

い
う
位
置
づ
け
も
期
待
し
た

い
。

　

対
象
は
、
農
業
・
商
工
業

後
継
者
や
各
事
業
所
で
働
く

方
々
な
ど
、
幅
広
く
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
。
単
に
交
流

会
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
町

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
も
考
え
て

い
る
。
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大
切
で
は
な
い
か
。
町
長
に

お
い
て
は
、
で
き
れ
ば
海
外

視
察
も
し
て
、
町
民
の
た
め

に
世
の
中
を
先
取
っ
た
政
策

を
打
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　町
長　

今
御
指
摘
の
点
に
つ

い
て
、
今
後
皆
さ
ん
の
役
に

立
つ
対
応
に
努
力
し
た
い
。

満
別
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
た
足
湯
の
よ
う
に
、

皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
談
笑
し
た
り
で
き
る
よ
う

な
場
所
の
設
定
を
し
て
み
た

い
と
考
え
る
部
分
も
あ
る
。

政
策
の
ヒ
ン
ト
は

北
欧
３
国
に

議
員

　
　
　

高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
給
付
と
負
担

の
形
は
違
う
が
、
ヒ
ン
ト
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
欧
３
国
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
で

き
れ
ば
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
一
緒
に
海
外
視
察
に
行
か

れ
て
は
ど
う
か
。

　
　町
長　

我
が
町
の
将
来
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
る
か
と
思

う
の
で
、
機
会
を
つ
く
る
よ

う
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
努

力
を
し
た
い
。

変
わ
る
世
の
中
で

先
取
り
し
た
政
策
を

議
員

　
　
　

１
０
年
後
に
は
、
１

人
の
お
年
寄
り
を
２
人
で
支

え
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
、

若
い
世
代
の
負
担
が
大
き
く

な
る
。
箱
物
は
最
小
限
に
と

ど
め
、
少
子
高
齢
化
社
会
に

あ
っ
て
も
活
力
が
あ
り
、
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が

向
上
に
努
力
し
た
い
。

入
居
状
況
、
希
望
者
の
動
向
と
整
備

調
査
設
計
、
長
寿
命
化
計
画
の
整
合

議
員

　
　
　

町
営
住
宅
の
入
居
状

況
及
び
入
居
希
望
者
の
動
向

と
、
町
営
住
宅
整
備
に
係
る

調
査
設
計
及
び
町
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
と
の
整
合
は
。

　
　町
長　

一
般
町
営
住
宅
の
２

月
末
入
居
率
は
、
女
満
別
地

区
99
・
７
％
、
東
藻
琴
地
区

97
・
３
％
と
い
う
状
況
。

　

調
査
設
計
委
託
料
は
、
し

町
政
執
行
方
針
の

　
　
　

住
宅
対
策
に
つ
い
て

ら
か
ば
第
２
団
地
町
営
住
宅

１
棟
８
戸
分
の
実
施
設
計
で

あ
る
。

　

長
寿
命
化
計
画
は
、
町
営

住
宅
空
室
の
固
定
化
や
老
朽

化
、
人
口
・
世
帯
数
減
少
が

あ
る
中
で
、
建
て
か
え
や
廃

止
の
方
針
な
ど
、
今
後
の
方

向
性
を
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。町

営
住
宅
の
占
め
る

ウ
ェ
ー
ト
は

議
員

　
　
　

個
人
住
宅
と
賃
貸
住

宅
の
占
め
る
割
合
と
、
賃
貸

住
宅
の
う
ち
町
営
住
宅
は
ど

れ
く
ら
い
の
ウ
ェ
ー
ト
を
占

め
る
の
か
。

　
　町
長　

平
成
17
年
国
勢
調
査

で
、
持
ち
家
が
１
，
９
２
５
、

公
営
住
宅
が
５
３
２
、
民
間

住
宅
が
２
４
０
、
会
社
な
ど

が
職
員
に
貸
し
付
け
る
給
与

住
宅
が
２
４
９
、
間
借
り
が

23
、
そ
れ
以
外
の
住
宅
が
31

と
あ
り
、
こ
れ
で
い
う
と
公

営
住
宅
は
18
％
程
度
に
な
る
。

助
成
は
考
え
ら
れ
な
い
か

議
員

　
　
　

希
望
の
町
営
住
宅
に
、

４
、５
回
申
し
込
ん
で
も
当

た
ら
な
い
と
よ
く
聞
く
。
お

ふ
ろ
が
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
新
婚
か
ら
子
育
て
世

代
、
高
齢
者
世
帯
を
考
え
る

と
、
お
ふ
ろ
は
必
要
。
新
し

く
つ
け
る
と
き
に
助
成
と
い

っ
た
形
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　町
長　

現
在
別
の
と
こ
ろ
に

お
住
ま
い
だ
と
、
入
居
優
先

順
位
と
し
て
下
が
っ
て
し
ま

う
事
例
が
多
い
。

　

定
期
的
な
修
繕
や
最
低
限

お
ふ
ろ
の
設
置
な
ど
は
、
計

画
的
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え

て
い
る
。

少
な
い
予
算
で
も

町
民
が
満
足
す
る
方
法

議
員

　
　
　

地
方
交
付
税
が
減
少

し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

も
考
え
ら
れ
る
。
少
な
い
予

算
で
も
、
町
民
が
満
足
す
る

方
法
が
あ
る
か
と
思
う
が
、

お
考
え
は
。

　
　町
長　

そ
う
遠
く
な
い
段
階

で
、
意
向
調
査
な
ど
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

幸
せ
の
指
標
と
い
う

新
し
い
価
値
基
準

議
員

　
　
　

少
子
高
齢
化
、
低
成

長
時
代
を
迎
え
、
経
済
成
長

す
る
こ
と
が
豊
か
で
幸
せ
と

い
う
考
え
方
か
ら
一
歩
前
進

し
、
新
し
い
価
値
基
準
と
し

て
幸
せ
の
指
標
や
理
念
を
築

い
て
政
治
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　町
長　

心
が
満
ち
足
り
た
と

き
幸
せ
を
感
じ
る
の
で
は
な

い
か
。
人
生
観
、
人
間
観
、

宗
教
観
や
哲
学
と
言
わ
れ
る

部
類
か
と
思
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
考

え
る
時
期
が
き
て
い
る
の
で

は
。
そ
の
中
で
、
議
員
が
言

わ
れ
た
幸
福
感
を
追
求
で
き

る
目
標
が
あ
っ
て
も
い
い
と

感
じ
て
い
る
。

幸
せ
の
尺
度
の
転
換

議
員

　
　
　

何
で
も
お
金
と
い
う

尺
度
で
は
か
る
時
代
か
ら
、

経
済
一
辺
倒
で
は
な
く
、
政

府
で
も
憲
法
に
の
っ
と
り
、

ど
う
す
れ
ば
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
れ
る
の
か
考
え
よ
う
と

い
っ
た
動
き
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
、
我
が
町
に
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　町
長　

基
本
的
指
針
、
目
指

す
方
向
、
心
の
豊
か
さ
や
幸

福
度
な
ど
、
皆
さ
ん
の
一
つ

の
目
標
に
な
る
よ
う
な
こ
と

を
議
論
し
て
い
き
た
い
。

幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
に
つい
て

勝　

田　

鉄　

城 

議
員

国
勢
調
査
か
ら
見
た

本
町
の
高
齢
化
率
は

議
員

　
　
　

今
回
の
国
勢
調
査
か

ら
見
た
本
町
の
高
齢
化
率
と
、

今
後
予
想
さ
れ
る
高
齢
化
率

の
推
移
は
。

　
　町
長　

高
齢
化
率
は
、
こ
と

し
の
10
月
に
公
表
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
の
国
勢

調
査
と
し
て
の
数
値
は
な
い
。

国
勢
調
査
で
は
な
い
が
、
住

民
基
本
台
帳
に
よ
る
今
年
２

月
末
の
65
歳
以
上
の
方
々
の

高
齢
化
率
は
、
28
・
３
％
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

高
齢
化
進
展
に
よ
る

空
き
地
、
空
き
家
対
策
は

議
員

　
　
　

高
齢
化
に
よ
る
空
き

地
、
空
き
家
の
実
態
調
査
は

行
っ
て
い
る
の
か
。
個
人
の

財
産
で
は
あ
る
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
生
じ
る
と
思
っ

て
い
る
。
行
政
と
し
て
何
か

対
応
が
で
き
る
の
か
。

　
　町
長　

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
16
条

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

　
　
　

町
づ
く
り
に
つい
て

で
空
き
地
管
理
、
17
条
で
空

き
家
管
理
の
定
め
が
あ
り
、

事
例
と
し
て
空
き
地
周
辺
住

民
か
ら
の
苦
情
に
対
す
る
土

地
所
有
者
へ
の
改
善
指
導
、

廃
屋
所
有
者
へ
の
環
境
改
善

指
導
な
ど
を
行
っ
た
。

　

移
住
・
定
住
・
住
み
か
え

を
目
的
と
し
た
空
き
家
等
情

報
登
録
制
度
も
あ
り
、
空
き

家
な
ど
を
多
く
出
さ
な
い
政

策
も
活
用
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

行
政
に
よ
る
対
応
策
が

必
要
で
は

議
員

　
　
　

高
齢
化
に
よ
り
空
き

地
、
空
き
家
が
増
え
れ
ば
、

管
理
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
生
じ
、
行
政
が
対
応
し
な

け
れ
ば
、
条
例
で
全
部
所
有

者
の
責
任
と
い
っ
て
も
、
問

題
が
解
決
し
な
い
。
何
か
対

策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
が
来
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　町
長　

法
律
的
解
釈
が
あ
っ

て
対
応
が
可
能
か
調
査
研
究

し
た
経
過
が
あ
る
が
、
今
の

法
律
で
は
所
有
者
に
責
任
が

及
ぶ
。
今
後
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
か
、
い
ろ
い
ろ
考

え
た
い
。

高
齢
者
の
た
め
の

今
後
の
支
援

議
員

　
　
　

高
齢
者
が
生
き
生
き

と
老
い
て
い
く
た
め
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
で
現
在

と
違
っ
た
支
援
が
今
後
求
め

ら
れ
る
の
で
は
。

　
　町
長　

交
通
手
段
の
確
保
、

地
域
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て

の
通
信
機
能
な
ど
が
、
今
後

の
社
会
で
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い

っ
た
も
の
を
選
択
し
な
が
ら

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
高
齢

化
社
会
に
向
け
た
町
と
し
て

の
一
つ
の
役
割
か
と
考
え
て

い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

議
員

　
　
　

市
街
地
中
心
に
あ
る

公
共
施
設
を
商
店
街
が
取
り

巻
き
、
そ
の
周
り
に
一
般
住

民
が
暮
ら
し
、
お
年
寄
り
で

も
歩
い
て
用
足
し
が
で
き
る

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
、

小
さ
な
ま
ち
の
ほ
う
が
い
い

の
で
は
。

　

お
年
寄
り
が
あ
る
家
に
集

ま
り
、
近
況
を
語
り
合
う
と

い
っ
た
事
例
を
２
件
ほ
ど
知

っ
て
い
る
。
自
然
と
そ
う
い

う
形
に
な
っ
た
い
い
例
で
、

我
が
町
に
合
っ
た
政
策
が
何

か
見
つ
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　町
長　

市
街
地
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
お
い
て
ハ
ー
ド
面
で
必
要

で
は
な
い
か
。
議
員
が
言
わ

れ
た
、
日
常
活
動
が
経
済
活

動
に
結
び
つ
く
よ
う
な
取
り

組
み
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

町
と
し
て
も
考
え
て
い
き
た

い
。

　

で
き
れ
ば
、
東
藻
琴
も
女

平成19年度建設のしらかば第2団地町営住宅
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OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

　議会には常任委員会や特別委員会、議会運営委員会といった委員会が設置さ
れ、議会の閉会中も所管する事案等の調査、協議検討などを行っています。
 ※主な内容をお知らせします。

　平成23年２月９日～ 10日の２日間で、懸案事項である芝桜公園整備計画中
の温泉熱利用による園芸ハウス整備、道の駅構想に関する情報収集のため、現
地調査を実施しました。

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

⑴
平
成
22
年
度　

第
16
回
委

員
会
（
２
／
22
）

　

●
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
浸
出
水
処
理
施
設

を
修
繕

　

●
税
の
不
納
欠
損
処
分

　

●
老
人
保
健
特
別
会
計
を

廃
止

　

●
老
人
医
療
費
の
助
成
廃

止

　

●
出
産
育
児
一
時
金
の
基

本
額
「
39
万
円
」
が
恒

久
的
に

　

●
旧
藤
田
病
院（
網
走
市
）

医
療
費
不
正
受
給
額
な

ど
の
不
納
欠
損
処
分

　

●
平
成
23
年
６
月
１
日
か

ら
東
藻
琴
市
街
地
区
巡

回
バ
ス
運
行
を
廃
止

⑵
平
成
22
年
度　

第
17
回
委

員
会
（
３
／
９
）

　

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
不
足

　

●
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
同
時
接
種
後

の
死
亡
報
告
に
よ
る
接

種
一
時
見
合
わ
せ

　

●
議
会
閉
会
中
の
委
員
会

に
よ
る
懸
案
事
項
調
査

　

●
国
な
ど
へ
提
出
要
請
の

あ
っ
た
陳
情
内
容
の
調

査

⑶
平
成
23
年
度　

第
１
回
委

員
会
（
４
／
19
）

　

●
本
町
に
お
け
る
東
日
本

大
震
災
被
災
地
等
の
支

援
内
容

　

●
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
利
用
状
況
な
ど

　

●
町
民
会
館
の
運
用
に
関

す
る
事
項

　

●
戸
籍
事
務
電
算
化
の
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

●
平
成
22
年
度
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
採
納
・

活
用
状
況

　

●
女
満
別
小
学
校
建
設
工

事
（
体
育
館
）
に
係
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

●
女
満
別
高
校
町
外
通
学

者
の
住
環
境
整
備
支
援

産
業
建
設
常
任
委
員
会

⑴
平
成
22
年
度　

第
18
回
委

員
会
（
２
／
23
）

　

●
ま
ち
づ
く
り
住
民
懇
談

会
の
活
動
経
過

　

●
大
空
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
内
容
調

査

　

●
町
道
の
認
定
及
び
廃
止

⑵
平
成
22
年
度　

第
19
回
委

員
会
（
３
／
９
）

　

●
議
会
閉
会
中
の
委
員
会

に
よ
る
懸
案
事
項
調
査

　

●
国
な
ど
へ
提
出
要
請
の

あ
っ
た
陳
情
内
容
の
調

査

⑶
平
成
23
年
度　

第
１
回
委

員
会
（
４
／
22
）

　

●
耐
震
改
修
促
進
計
画
の

内
容

　

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
内
容

　

●
平
成
23
年
度
の
建
設
工

事
等
の
発
注
見
通
し

　

●
除
雪
作
業
車
両
に
よ
る

交
通
事
故
発
生
等
の
内

容

　

●
芝
桜
公
園
の
整
備
計
画

　

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

に
関
す
る
申
請
状
況
、

今
後
の
対
応

　

●
ま
ち
づ
く
り
住
民
懇
談

会
の
活
動
経
過

⑷
平
成
23
年
度　

第
２
回
委

員
会
（
5
／
9
）

　

●
牛
の
ヨ
ー
ネ
病
が
新
規

発
生

　

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

の
経
過
と
今
後
の
対
応

総
務
文
教
厚
生
・
産
業

建
設
合
同
常
任
委
員
会

⑴
平
成
22
年
度　

第
３
回
合

同
委
員
会
（
２
／
22
）

（
※
第
16
回
総
務
文
教
厚
生

・
第
17
回
産
業
建
設
常
任

委
員
会
）

　

●
国
の
「
地
域
活
性
化
交

付
金
」
に
よ
る
実
施
事

業
内
容
な
ど

　

●
女
満
別
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

開
業
10
周
年
記
念
事
業

の
概
要

　

●
平
成
22
年
国
勢
調
査
速

報
値

　

●
障
が
い
者
福
祉
施
設
整

備
の
事
業
概
要

　

●
農
業
委
員
選
挙
に
お
け

る
選
挙
区
の
廃
止

議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会

⑴
平
成
23
年
度　

第
２
回
委

員
会
（
5
／
20
）

　

●
大
空
町
議
会
基
本
条
例

案
を
検
討

　

２
月
９
日
、
宿
泊
や
農
産

物
加
工
体
験
と
物
産
館
と
が

機
能
を
相
互
に
補
完
し
、
観

光
産
業
情
報
発
信
と
観
光
集

客
を
目
指
す
、
上
川
管
内
美

瑛
町
の
道
の
駅
び
え
い
「
丘

の
く
ら
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
を
訪
れ
る
年
間

１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客

の
大
半
が
通
過
型
で
あ
る
と

い
う
課
題
に
対
応
し
た
施
設

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、

滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
、
平
成
15
年
か
ら
２

カ
年
計
画
で
宿
泊
機
能
を
有

す
る
体
験
施
設
と
し
て
建
設

さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
館
ラ
ヴ

ニ
ー
ル
」
に
「
丘
の
く
ら
」

は
併
設
さ
れ
て
お
り
、
観
光

客
を
市
街
地
へ
誘
導
し
、
特

産
品
開
発
、
販
売
を
と
お
し

て
地
域
の
食
文
化
紹
介
や
人

的
交
流
を
図
る
「
物
産
館 

丘
の
く
ら
」
が
整
備
さ
れ
、

平
成
19
年
４
月
か
ら
は
道
の

駅
「
丘
の
く
ら
」
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用

し
て
の
施
設
運
営
効
率
化
や
、

宿
泊
部
門
の
運
営
を
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ

ル
に
委
託
し
、
宴
会
施
設
を

持
た
な
い
施
設
と
し
て
調
理

部
門
の
経
費
節
減
に
努
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

道
の
駅
と
し
て
の
運
営
経

過
や
、
物
産
販
売
施
設
を
管

理
運
営
す
る
有
限
会
社
美
瑛

物
産
公
社
の
経
営
方
法
は
、

本
町
で
道
の
駅
構
想
を
検
討

す
る
上
で
参
考
に
な
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
、
旭
川
工
業
団

地
内
に
あ
る
「
上
原
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
」

が
開
設
、
運
営
し
て
い
る
イ

チ
ゴ
栽
培
ハ
ウ
ス
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

工
場
内
の
空
調
排
熱
を
利

用
し
た
園
芸
ハ
ウ
ス
で
、
温

度
を
23
度
ほ
ど
に
保
つ
こ
と

が
で
き
、
暖
房
機
を
補
助
的

に
利
用
す
る
程
度
で
暖
房
費

を
低
く
抑
え
ら
れ
る
施
設
環

境
の
利
点
を
活
用
し
て
お
り
、

通
常
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
暖
房

経
費
は
、
灯
油
１
リ
ッ
ト
ル

60
円
程
度
が
採
算
ラ
イ
ン
と

の
こ
と
で
、
排
熱
同
様
、
温

泉
熱
を
利
用
す
れ
ば
生
産
コ

ス
ト
低
減
に
効
果
が
あ
る
と

の
情
報
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
施
設
設

計
や
生
産
指
導
を
担
当
す
る

「
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
る
と
、
化
石
燃

料
価
格
が
上
昇
傾
向
で
、
施

設
園
芸
農
業
で
は
利
益
率
の

【施設概要】

施 設 名 称 宿泊・体験施設
「ふれあい館ラヴニール」 物産販売施設「丘のくら」

施 設 運 営 管 理 美瑛町（直営） 有限会社美瑛物産公社
（指定管理）

施 設 整 備 期 間 平成15～ 16年度 平成17年度・19年度
施設整備総事業費 ５億5,780万円 １億2,709万円

活 用 補 助 事 業 名 新山村振興等農林漁業
特別対策事業 地域間交流施設整備事業

施 設 規 模 鉄筋コンクリート造2階建
1,124㎡ 木造２階建　478㎡

請願・陳情をされる方へ（書式）例請願・陳情をされる方へ（書式）例請願・陳情をされる方へ（書式）例

○○○○○ ○印

（内容）

○○○○○○○○○○に
関する請願（陳情）

要旨 ○○○○○○○

理由 ○○○○○○○
○○○○○○。

平成　年　月　日
大空町議会議長 様
大空町○○○○○

（表紙）

請　願　書

（陳情書）

○○○○○○○○○に
関する

紹介議員○○○○○ ○印

※請願には紹介議員が必要ですが、陳情に
　紹介議員は不要です。

【お問い合わせ先】
　大空町議会事務局
　　0152-74-2111（内線266）

高
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
サ
ヤ
エ

ン
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
栽

培
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
原
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
工

業
株
式
会
社
で
は
、
企
業
間

連
携
に
よ
る
イ
チ
ゴ
の
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
加
工
研
究
へ
の
取

組
や
、
旭
川
農
業
高
等
学
校

の
協
力
に
よ
る
イ
チ
ゴ
ジ
ャ

ム
の
長
期
保
存
研
究
な
ど
付

加
価
値
を
高
め
る
試
み
を
行

っ
て
お
り
、
本
町
芝
桜
公
園

の
温
泉
熱
利
用
方
策
と
し
て

「
ハ
ウ
ス
栽
培
」
が
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
意

義
な
情
報
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
、
北
海
道
農
業

の
将
来
展
望
に
関
す
る
情
報

収
集
と
農
業
温
室
視
察
の
た

め
、
浦
臼
町
「
神
内
フ
ァ
ー

ム
」
に
あ
る
「
北
海
道
農
業

企
業
化
研
究
所
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
事
項

は
、
季
間
氷
蓄
熱
空
調
シ
ス

テ
ム
と
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

の
施
設
整
備
で
し
た
。
ア
イ

ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は
４
、

１
０
０
個
の
パ
レ
ッ
ト
に
水

を
入
れ
高
さ
６
メ
ー
ト
ル
の

棚
に
設
置
し
、
冬
季
に
氷
点

下
の
外
気
を
入
れ
て
氷
を
つ

く
り
、
冬
は
水
が
凍
る
と
き

の
放
出
熱
、
夏
は
氷
が
解
け

る
と
き
の
吸
収
熱
を
利
用
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
本
町
の
気

候
風
土
を
考
え
る
と
、
生
産

物
の
鮮
度
を
保
つ
こ
と
に
関

す
る
施
設
整
備
の
検
討
に
参

考
と
な
る
施
設
で
し
た
。

　

本
視
察
調
査
は
、
藻
琴
山

芝
桜
公
園
の
温
泉
熱
利
用
に

関
す
る
理
事
者
側
の
提
案
に

対
し
、
各
委
員
の
熱
心
な
議

論
の
中
で
温
泉
熱
活
用
実
践

例
の
あ
る
現
地
で
情
報
収
集

し
、
さ
ら
に
議
論
を
高
め
る

目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
得
た
知
識
等
を
踏
ま
え
、

今
後
の
町
の
発
展
と
住
民
生

活
の
安
定
に
向
け
、
自
ら
積

極
的
に
住
民
の
声
を
聞
き
、

課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
努

力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町外通学者向け寄宿舎看板

イチゴ栽培ハウスにて

北海道農業企業化研究所

旧東藻琴国保診療所
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【定住自立圏形成協定調印式】
　３月23日、網走市議会委員会室において、網
走市との定住自立圏形成協定が締結されました。
今後『定住自立圏共生ビジョン』が策定され、具
体的な取組がなされていく予定です。

【札幌大空町東藻琴会ふるさとのつどい】
　４月16日、札幌市やその近郊に在住の旧東藻
琴村出身、また、縁のある方々による札幌大空町
東藻琴会（小島忠和会長）ふるさとのつどいが開
催され、本町議会を代表して後藤議長・田中副議
長が出席しました。

要 望 意 見 書

　『議会広報編集特別委員会』では、より読みやすく、親しみやすい広報
誌を目指して、常に検討しながら作業にあたっています。
　多くの住民の皆さんに御覧いただくため、また、住民の皆さんの声を多く取り入れるため「こういった
内容を取り上げられないか？」「こういう紙面構成にしてみては？」など、どのようなことでも構いませ
ん。皆さんの御意見・御要望をどんどんお寄せください。お待ちしています。

議会だよりへの御意見・御要望を募集します！議会だよりへの御意見・御要望を募集します！議会だよりへの御意見・御要望を募集します！

【お問い合わせ先】〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内
　　　　　　　　大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線266）

その他議会活動の状況等 【湖水開き安全祈願祭・芝桜まつりオープ
ニングセレモニー】
　春の訪れとともに、今後迎える観光シーズンを
控え、５月１日に網走湖女満別湖畔において『湖
水開き安全祈願祭』が、５月３日には東藻琴芝桜
公園において『芝桜まつりオープニングセレモニ
ー』が開催されました。

　去る３月１１日、「東日本大震災」が発生しました。本町では大きな被
害にこそなりませんでしたが、非常に長い時間の揺れが感じられました。
　地震・津波の直接的被害、さらには東京電力福島原子力発電所の放射性
物質の影響問題など事態終息のめどが立たず、連日のようにテレビや新聞に取り上げられています。
自然災害の恐ろしさを目の当たりにすると同時に、万が一のときの「危機管理」の大切さを再確認し
た次第です。
　３月24日、大空町議会議員会（田中勝𠮷会長）として、被災された皆様のために役立ててほしいと
の思いから、義援金１２万円を川口副町長へ手渡しました。
　被害にあわれた皆様に心からお見舞い申し上げます。被災地の一日も早い復興を、心から願ってや
みません。

東日本大震災の被害にあわれた皆様に東日本大震災の被害にあわれた皆様に
心からお見舞い申し上げます心からお見舞い申し上げます

　医師不足の現状は、抜本的解決がなされないまま深刻な社会問題となっており、閉鎖に追い込ま

れる診療科や病院だけでなく、地域医療が崩壊する危機的な状況も生じています。

　平成１６年に始まった「新医師臨床研修制度」により医師の地域偏在が進み、地方で勤務する医

師の不足が深刻な状況になっており、医師不足からくる過酷な勤務状況であるとともに、出張医勤

務に多額の費用を要して病院経営が非常に困難な状況にあることから、早急な解消対策が求められ

ています。

　住民の安全と安心を確保するために、救急医療を初めとする地域医療体制の整備に当たり、何よ

りもまず安定した医師の確保が必要になってきます。

　以上のことから、政府においては、地方の医師不足と医師の偏在を解消し、安心できる地域医療

体制が存続できるよう、次の施策について緊急に措置を講じるよう強く要望します。

記

　医師不足の解消や、地域ごと・診療科ごとの医師偏在の是正を図るため、医師臨床研修において

医師の技術習得はもとより「医は仁術」という医療の基本を習得することを期し、医師不足地域で

の数年間の勤務義務など、医師派遣体制を構築する法的措置を講じること。

　（提出先）　 衆 議院議長　横路　孝弘　　　参議院議長　西岡　武夫

　　　　　　　内閣総理大臣　菅　　直人　　　総 務 大 臣　片山　善博

　　　　　　　厚生労働大臣　細川　律夫

地域医療存続のための医師確保に関する要望意見書（３/１５定例会）

　

テ
レ
ビ
に
は
「
視
聴
率
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

議
会
だ
よ
り
に
も
「
購
読
率
」
と
で
も
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、

町
民
の
皆
様
の
反
応
が
わ
か
っ
て
良
い
の
で
す
が
、
編
集
し

て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
少
々
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

議
会
の
〝
知
ら
せ
る
義
務
〞
そ
し
て
、
町
民
の
〝
知
る
権

利
〞
そ
ん
な
考
え
方
か
ら
、
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
の
全
部
で
は
な
く
、
一
部
で
し
か
表
せ
な
い
も
ど
か

し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
紙
面
と
い
う
制
約
が
あ
る

の
が
現
実
で
す
。

　

〝
議
会
情
報
の
共
有
〞
と
〝
町
民
の
町
政
へ
の
参
加
〞
は
、

大
変
重
要
な
ま
ち
づ
く
り
＝
住
民
自
治
の
実
現
の
鍵
を
握
っ

て
お
り
、
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
す
。
町
民
の
皆
様
の
お

声
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
何
を
知
り
た
い
か
、
何
を
望
む
か
、

何
が
問
題
か
。
ど
ん
な
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委　

員　

品　

田　

好　

博　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
74
―
２
１
１
１

（
内
線
２
６
６
・
議
会
事
務
局
）



議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）に開
かれます。また、臨時町議会は、必要に応じて随時開かれ
ますので、お気軽に傍聴においでください。

◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

６月定例会は、

開かれる予定です。
６月２１日 (火 ) から６月２１日 (火 ) から６月２１日 (火 ) から６月２１日 (火 ) から６月２１日 (火 ) から

議 会 日 誌 平成23年２月22日～平成23年５月24日
　　12日　オホーツク町村議会事務局長会議（佐呂間町）
　　16日　札幌大空町東藻琴会ふるさとのつどい（札幌市）
　　19日　平成23年度大空町ことぶき大学入学式・進級式
　　　　　東藻琴観光協会第39回通常総会
　　　　　第１回総務文教厚生常任委員会
　　22日　第１回産業建設常任委員会
　　26日　第１回議会運営委員会
　　28日　第２回議会運営委員会
　　　　　平成23年第１回臨時会
　　　　　第82回メーデー大空集会
５月１日　「湖水開き」安全祈願祭
　　３日　芝桜まつりオープニングセレモニー
　　９日　第２回産業建設常任委員会
　　11日　第１回議会広報編集特別委員会
　　14日　平成23年度大空町商工会青年部通常総会
　　16日　オホーツク町村議会議長会定期総会（遠軽町）
　　17日～ 18日　全国町村議会正副議長研修会（東京都）
　　17日　第２回議会広報編集特別委員会
　　19日　平成23年度大空町商工会通常総会
　　20日　第２回議会基本条例策定特別委員会
　　23日　ＮＰＯ法人めまんべつ観光協会第７期通常総会
　　24日　第３回議会広報編集特別委員会
　　　　　大空町交通安全防犯推進委員会総会

■
発
行
／
大
空
町
議
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■
編
集
／
議
会
広
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／
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【平成23年】
２月22日　第11回議員協議会
　　　　　第16回総務文教厚生・第17回産業建設合同常任

委員会
　　　　　第16回総務文教厚生常任委員会
　　23日　第18回産業建設常任委員会
３月１日　女満別高等学校第57回卒業証書授与式
　　　　　東藻琴高等学校第55回卒業証書授与式
　　２日　第13回議会運営委員会
　　８日～ 15日　平成23年第１回定例会
　　９日　定住自立圏形成協定調査等特別委員会
　　　　　第17回総務文教厚生常任委員会
　　　　　第19回産業建設常任委員会
　　10日　第14回議会運営委員会
　　10日・11日・14日　予算審査特別委員会
　　14日　第16回議会広報編集特別委員会
　　15日　女満別中学校第40回卒業証書授与式
　　　　　東藻琴中学校第64回卒業証書授与式
　　16日　大空町５周年記念「町民舞台」実行委員会
　　18日　女満別小学校第47回卒業証書授与式
　　　　　東藻琴小学校第64回卒業証書授与式
　　20日　大空町文化団体協議会表彰式・第２回文団協ま

つり
　　22日　大空町教育懇話会
　　23日　定住自立圏形成協定に係る調印式（網走市）
　　24日　豊住小学校第64回卒業証書授与式
　　　　　女満別建設業協会第49回通常総会
　　27日　大空町東藻琴商工会メモリアル・セレモニー
　　31日　商工会合併記念セレモニー
４月３日　大空町手をつなぐ育成会平成23年度定期総会
　　６日　女満別小学校入学式、東藻琴小学校入学式
　　　　　豊住小学校入学式、東藻琴中学校入学式
　　　　　大空町女満別農民協議会第53回定期総会
　　７日　女満別中学校入学式
　　　　　北網ブロック町議会事務局長会議（大空町）
　　８日　第61回女満別高等学校入学式
　　　　　女満別町農業協同組合第63回通常総会
　　11日　第59回東藻琴高等学校入学式
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